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はじめに 

 

私たちが心身の健康を確保し、生涯にわたって生き生きと暮らすために「食」は欠くこ

とができないものです。その「食」に関する知識と「食」を選択する力を様々な経験を通

じて習得し、健全な食生活を実践していくためにも「食育」はあらゆる世代にとって、と

ても大切なことです。 

本市においては平成２２年３月に「平塚市食育推進計画」を策定し、「みんなではぐくも

う！ 食育のまち ひらつかの未来」を基本理念に、次世代を担う子どもたちが、食につ

いて楽しみ、感謝し、考える力を養うため、望ましい食への考え方や食文化等を伝えてい

く環境づくりを重点課題として５年間進めてまいりました。その結果、地域や学校、保育

所、関係団体などが連携・協力した、食を育む環境が整いつつあります。 

一方、本市も約４人に１人が６５歳以上となり、更にその割合が高まることが予測され

る中で、高齢者への食育、さらには青年期・壮年期への食育も、健康づくりや生活習慣病

を予防するうえで重要であると考えられます。 

この度、次世代を担う子どもから高齢者まですべての世代で食育が推進できるよう、過

去５年間の取組みの成果と課題を踏まえ、「第２次平塚市食育推進計画」を策定いたしまし

た。今後、この計画に基づき、本市の地域性や歴史を活かした食育を進めるとともに、生

涯におけるライフステージに応じた取組みを加え、市民の皆様や関係団体の皆様と連携し

ながら、市民自らが食育のまち、そして平塚の未来を育んでいくことを目指してまいりま

す。 

最後に、本計画の策定にあたり、御審議をいただきました「平塚市食育推進会議」をは

じめ、多くの市民の皆様や関係者の方々から貴重な御意見をいただきましたことに、心か

らお礼申し上げます。 

 

平成２７年３月 

 

平塚市長 落合 克宏 
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第１章 

 

第２次平塚市食育推進計画の策定にあたって 

 

１ 計画策定の趣旨 

２ 計画の位置付け 

３ 計画の期間 
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第１章 第２次平塚市食育推進計画の策定にあたって 

 

１ 計画策定の趣旨 

 

 本市では、平成１７年７月に施行された「食育基本法」及び平成１８年３月に策定され

た「食育推進基本計画」を基本として、市民一人一人が実践できる食育のまちづくりを目

標とした「平塚市食育推進計画」を平成２２年３月に策定し、「みんなではぐくもう！食育

のまち ひらつかの未来」を基本理念に食育の普及を推進してきました。 

 その結果、平成２６年５月に実施した「平塚市食育推進のための実態調査」から「早寝

早起き朝ごはん」を実践している乳幼児の割合は増加し、子どもの規則正しい生活習慣が

定着してきました。また、食に関する体験活動の場として、学校や公民館などの事業の体

制が整いました。 

 一方、依然として野菜摂取量の不足や、食育に関心を持っている人の割合が減少するな

ど、食育推進の効果が見られない状況も伺えます。 

 これらの状況や、第２次食育推進基本計画、第２次神奈川県食育推進計画を踏まえ、市

民一人一人が実践し、推進できるよう、「第２次平塚市食育推進計画」を策定します。 
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２ 計画の位置づけ 

 

（１） 本計画は、「食育基本法」の目的・基本理念をふまえ、同法第１８条第１項に定め 

   る市町村食育推進計画として位置づけます。 

 

（２） 平塚市総合計画を補完する個別計画として位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の期間 

平成２７年度から平成３６年度の１０年を計画期間とします。 

５年を目途に中間評価を実施します。 

社会情勢等の変化が生じた場合は、必要性に応じて計画期間内であっても見直すことと

します。 

平成２７年度          平成３１年度           平成３６年度 

 

                  中間評価                最終評価・改訂 

 

食育基本法 

第２次食育推進基本計画（国） 

第２次神奈川県食育推進計画（県） 
第２次平塚市食育推進計画 

平塚市総合計画 

連携 連携 

連携 

補完 

平塚市健康増進計画（第２期） 

平塚市母子保健計画 

調整 
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第２章  

 

平塚市の食生活を取り巻く環境 

 

１ 平塚市の現状と課題 
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第２章 平塚市の食生活を取り巻く環境 

 

１ 平塚市の現状と課題 

 

平塚市食育推進計画策定後、５年目の平成２６年度に計画改訂を行うにあたり、本市の

食育に関する意識や現状を把握するためのアンケートを行いました。 

調査期間は平成２６年５月２日～平成２６年５月３０日、調査対象は住民基本台帳に登

録された０歳～７４歳までの男女３，０００人、有効回答率は４１．２％となりました。 

調査結果から、次のような現状や課題が見いだされました。 

 

（１）食生活と健康 

 

 ア 健康について 

 自分自身の健康状態について「大変よい」「よい」と思う人は約半数で「あまりよくな 

い」「よくない」と思う人は全体の１割程度です。 

 

図２－１ あなたの健康状態はどれに当てはまりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別に見ると、５０歳代以上になると、「大変よい」「よい」と回答した人の割合は

４０％以下になり、６０歳代以上になると「あまりよくない」「よくない」と回答した人

の割合が他の年齢に比べると高くなっています。 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

０～５歳

６～１０歳

１１～１５歳

１６～１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０～７４歳

全体

大変よい よい 普通 あまりよくない よくない
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図２－２ あなたは日頃、主に感じることはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                （複数による回答） 

 

健康状態を「大変よい・よい」「ふつう」「あまりよくない・よくない」と回答した人 

 ごとに、日頃主に感じる事について確認しました。 

「大変よい・よい」と回答した人ほど特に不調を感じていない割合が高く、「あまりよ

くない・よくない」と回答した人では、「眠い」「やる気がしない」「体調を崩しやすい」

といった不調を感じる割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

大変よい・よい ふつう あまりよくない・よくない

特になし 眠い 朝起きられない

だるい やる気がしない イライラする

ボンヤリする 体調を崩しやすい その他
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イ 体型の現状について 

 自己申告による身長・体重から BMI*を算出すると、１０歳代のやせが多く、年齢と共

にやせの割合は減少しています。一方、２０歳代を超えると、肥満の割合が増加してい

ます。 

 

図２－３ あなたの身長、体重を教えてください。（ＢＭＩに換算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－４ ＢＭＩ別の個人の主観的体型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BMIにより、「やせ」と判断される人でも２割以上の人が自分の体型を「ふつう」と感

じています。また、同様に「標準」と判断される人でも４割弱の人が「やや太っている」

「太っている」と感じています。 

 

 

ＢＭＩ（肥満指数）とは 

身長と体重から計算される値。統計的にもっとも病気にかかりにくい BMI２２を標準とし、 

BMI１８．５未満をやせ、BMI２５以上を肥満としています。 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

やせ

標準

肥満

やせている やややせている ふつう やや太っている 太っている わからない

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１６・１７歳

１８・１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

合計

やせ 標準 肥満
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ウ 朝食の摂取状況について 

 朝食を「ほとんど毎日食べる」と回答した人は全体の約８６％で、前計画策定時から

比べると約３ポイント増加しています（図２－５、２－６）。特に、乳幼児の割合は前計

画策定時に比べ約９ポイント増加し（図２－７）、乳幼児期からの「早寝早起き朝ごはん」

の普及が伺えます。一方、「ほとんど毎日食べる」と回答する割合が減る２０歳代、３０

歳代は、性別における差が大きく、男性の朝食を欠食する割合が多くなります（図２－

９）。 

 

図２－５ 朝食を食べる頻度はどのくらいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－６ 朝食を食べる頻度はどのくらいですか。（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

図２－７ 朝食を食べる頻度はどのくらいですか。（０～５歳） 
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ほとんど毎日 週に４～５回 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 食べない
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図２－８ 朝食を食べる頻度はどのくらいですか。（１１～１９歳） 

 

 

 

 

 

 

 

図２－９ 性別年代別朝食摂取頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、朝食を欠食し始める年齢は思春期以降と、前計画策定時と比べて変化はありま

せん。欠食する理由は、思春期では「時間がない」「食欲がない」、２０歳代以上では「食

べる習慣がない」となり、「時間」や「食欲」がないことで始まった朝食欠食が、年齢と

共に「食べる習慣がない」へつながる傾向が見られます（図２－１０）。 

 

図２－１０ 朝食を食べない理由（年代別人数） 
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３０歳代 男性

３０歳代 女性
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４０歳代 女性

ほとんど毎日 週に４～５回 週に２～３回 週に１回 月に２～３回 食べない
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エ 共食について 

 ライフスタイルや家族間の関わり合いは多様化しており、家族そろって食卓を囲む機

会が減少しています。また、一人で食事をすることも少なくありません。 

 しかし、家族が食卓を囲んで共に食事をとりながらコミュニケーションを図ることは、

食育の原点であり、子どもへの食育を推進していく大切な時間と場であることから、「第

２次平塚市食育推進計画」では、基本方針の一つとして「家庭ではじめる共食を通じた

子どもたちへの食育の推進」を位置づけました。 

  

図２－１１ あなたは朝食を家族と食べることはどのくらいありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝食を「家族と一緒に食事をする」回数は、乳幼児から学童期にかけては８０％以上

の人が「ほとんど毎日」となりましたが、思春期以降になると半数以下に減少していま

す（図２－１１）。 

 夕食を「家族と一緒に食事をする」回数は、乳幼児から学童期にかけては９０％以上

の人が「ほとんど毎日」、また、２０歳代を除いたすべての年代で５０％以上が「ほとん

ど毎日」となりました（図２－１２）。 

また、神奈川県の同様の調査と比べると、全体的に大きな差は見られませんでした（図 

２－１３）。 
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４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０～７４歳

全体

ほとんど毎日 週に４～５日 週に２～３日

週に１日程度 ほとんどない ひとり暮らし
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図２－１２ あなたは夕食を家族と食べることはどのくらいありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１３ 朝食及び夕食の共食頻度比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 出典：神奈川県「県民ニーズ調査」（平成２４年） 

 

 

  共食とは 

  「誰かと食事を共にする（共有する）こと」と定義し、家族が食卓を囲んで共に食事をとり 

ながらコミュニケーションを図る、大切な時間と場であると考えられています。 
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オ 野菜摂取量について 

 野菜は、ビタミン、ミネラルなどの重要な供給源であり、健康な食生活を送る上で重

要な位置づけとなっています。 

 厚生労働省が推進する「健康日本２１（第２次）」では、健康増進の観点から成人が１

日３５０ｇ以上の野菜を食べることを目標にしています。 

 本市においても、「平塚市食育推進計画」「平塚市健康増進計画」で野菜１日３５０ｇ

以上食べる人を増やす取組みを推進してきましたが、どの年代においてもその量に達し

ていない状況です（図２－１４）。 

 

図２－１４ 日頃、野菜やいも、海藻などのおかず（副菜）をどのくらい食べますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜１日３５０ｇ以上食べるためには 
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50.0%

20代 30代 40代 50代 60代 70代 合計

皿

1皿分 2皿分 3皿分

4皿分 5皿分以上 食べない

未回答 平均摂取量（皿）

「１日３５０ｇ」と言われても実際どれくらい摂取したら良

いのか分かりづらいのが現状です。そこで野菜７０ｇ相当の量

（ほうれん草のおひたしや野菜サラダのような小皿や小鉢に

盛られた量）を１皿分、野菜炒めのように大きめの皿に盛られ

た野菜料理は 1皿で 2 皿分と換算し、「1日５皿分以上（７０

ｇ×５＝３５０ｇ）」に置き換えると分かりやすくなります。 

例えば、1 日 3 食で写真のようにそろえた場合、「野菜炒め

（2皿分）」＋「ほうれん草のおひたし（1皿分）」＋「野菜サ

ラダ（1 皿分）」＋「きんぴらごぼう（1皿分）」＝合計 5皿分

と数えられます。 

 

【1日分の野菜350g(例)】 
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カ 食育に関する関心度について 

食育に「関心がある」「どちらかといえば関心がある」と回答した人は全体の約６７％

となり、特に２０歳代までの若い世代での関心度が低い傾向が見られます（図２－１５）。 

 また、前計画策定時及び計画中間年に実施した調査と比較しても、「食育」に対する関 

心度は高まっていない現状です（図２－１６）。 

 

図２－１５ 「食育」について関心がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１６ 食育についての関心度（年度別比較） 
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平成１９年度
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関心がある どちらかといえばある どちらかといえばない 関心がない わからない

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１６～１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代
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６０歳代

７０～７４歳

全体

関心がある どちらかといえばある どちらかといえばない 関心がない わからない
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図２－１７ 食育に関心がある理由は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答による結果） 

 

食育に「関心がある」「どちらかといえば関心がある」と回答した人の理由は、４０歳代

を除きすべての年代で「生活習慣病の予防や健康づくりに関心がある」を選んだ人が一番

多く、次いで「子どもたちの心身の健全な発育に関心がある」となりました（図２－１７）。 

多くの人が「健康」「健全な発育」といった体に関することを理由に、食育に関心を持っ

ている様子が伺えます。 

 

 

 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１６・１７歳

１８・１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

全体

子どもたちの心身の健全な発育に関心がある

生活習慣病の予防や健康づくりに関心がある

消費者と生産者の交流に関心がある

食にまつわる地域の文化や伝統に関心がある

食料自給率に関心がある

食べ残しや食品廃棄に関心がある

その他
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キ 食生活で気をつけていることについて 

 毎日の食生活で、健康的な食事内容を心がけている割合は全体で約８２％となりまし 

た（図２－１８）。 

 健康的な食事内容としては、主食・主菜・副菜をそろえるなどのバランスの良い食事 

をする、野菜を積極的に摂取する、脂質や塩分を控える、適切な食事量に配慮するなど 

の食生活を心がけています。しかしながら、食事バランスガイドを参考に食べるように 

している割合は約１２％と、低い割合となっています（図２－１９）。 

 

図２－１８ 毎日の食生活で健康的な食事内容を心がけていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１９ 具体的にどのような食事内容を心がけていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答による結果） 
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 ク 咀嚼（そしゃく）について 

  普段の食生活において、よく噛んで味わって「食べている」「どちらかといえば食べて 

いる」を合わせた「よく噛んで味わって食べている」と回答した割合は全体で約６５％ 

となっています（図２－２０）。 

 

図２－２０ 普段の食生活においてよく噛んで、味わって食べていますか。 
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また、噛み方、味わい方といった食べ方に「関心がある」「どちらかといえば関心があ 

る」と回答した割合は全体で約５８％となり、壮年期から高齢期にかけて関心が高まる 

傾向が見られます。（図２－２１）。 

 

図２－２１ 噛み方、味わい方といった食べ方に関心がありますか。 
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（２） 食を取り巻く環境 

 

ア 地場産品の認知状況 

平塚市には多くの地場産品があり、「しらす」「きゅうり」「いちご」「小松菜」の認知 

 度はとても高い状況です。また、この結果を見ても、多種類の平塚産農水産物が市民に 

認知されている状況が伺えます（図２－２２）。 

 

図２－２２ 平塚でとれる地場産品（農水産物）で思い浮かぶものはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

（複数回答による結果） 
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イ 直売所の利用状況 

 近年の消費者の農水産物に対する安全・安心志向の高まりや、生産者の販売方法の多 

様化が進む中で、生産者の顔が見える「直売所」の利用は、地産地消に結びつく取組み 

の一つになります。 

 アンケートでは、６５%以上の人が月に１回以上の頻度で利用すると回答し、４人に１ 

人は利用したことがないと回答しました（図２－２３）。 

また、「その他」の多くには、「年に何回か利用」、もしくは「直売所は近くにないため 

近所のスーパーの地場産品コーナーで購入する」といった回答がありました。 

 

図２－２３ どれくらいの頻度で地場産の野菜、果物、花などの農水産物を購入できる直 

売所を利用したことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

現在、本市では平塚産農産物を「ひらベジ」 

と愛称をつけてＰＲしています。また、ひら 

ベジＰＲキャラクター「べジ太」を作成し、直 

売所や地場産品を扱うスーパーなどで「べジ太 

フラッグ」を掲げて平塚産農産物のＰＲに努め 

ています。 

 

 

 

 

2.2%
8.5% 21.8% 14.6% 20.5% 25.7% 6.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

週に５回以上 週に３～４回 週に１～２回 月に２～３回

月に１回程度 利用したことがない その他

 

平塚市の地形から 

うまれたべジ太。 
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ウ 食育事業の認知状況と、参加したい食育事業 

 本市では、多くの事業を実施していますが、中でも「湘南ひらつか魚まつり朝市」「湘 

南ひらつかふれあいマーケット」「村井弦斎まつり」「でてこいまつり」の認知度が特に 

高い状況が伺えます（図２－２４）。 

 また、参加したい、または興味がある事業は「湘南ひらつかふれあいマーケット」「料 

理教室」「でてこいまつり」といった、体験型の事業を選ぶ傾向が多く見られました（図 

２－２５）。 

 

図２－２４ 平塚市で行っている食育事業で知っているものはありますか。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             （複数回答による結果） 
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図２－２５ 平塚市で行っている食育事業で参加したい、または興味がある事業はあり 

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答による結果） 
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エ 高齢化率の上昇 

本市の老年人口の割合は県に比べて高く、高齢化が進んでいる現状です（図２－２７）。 

また、６５歳以上の老年人口の増加は全国的な傾向と変わらず、１０年後には約３割 

が６５歳以上になると予測されています（図２－２６）。 

約４人に１人が６５歳以上となり、更にその割合が高まることが予測される中で、高 

齢者への食育は、高齢者が生き生きと生活できるよう、健全な食生活を確保するうえで、 

重要な課題です。健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間「健康 

寿命」の延伸につながるよう、高齢者も含めたライフステージに応じた食育の展開が必 

要です。 

 

図２－２６ 本市の総人口と年齢三区分別人口 

 

 

 

 

 

１０年後には 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）国勢調査結果、国立社会保障・人口問題研究所（平成２５年３月公表） 

 

図２－２７ 全国、神奈川県、本市における年齢三区分人口の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）神奈川県年齢別人口統計調査（平成２５年１月現在） 

    平塚市の年齢別人口（平成２６年１月現在） 
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第３章  

 

第１次計画の成果と課題 

 

１ 成果と課題 
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第 3章 第１次計画の成果と課題 

 

１ 成果と課題 

前計画では、４つの基本方針ごとに具体的な指標を掲げ、様々な事業に取り組みました。 

 各指標及び数値目標に対する達成状況や、市の取組みの成果を踏まえ、前計画の評価を

行います。評価に用いる策定時、中間調査、最終評価の値は、主に平塚市食育推進のため

の実態調査（平成１９年、平成２３年、平成２６年実施）の結果を用いています。また、

評価方法については、Ｐ２９に掲載しています。 

 

基本方針（１）家庭ではじめる食育 

 

〈主な取組み〉 

厚生労働省、文部科学省がすすめる「早寝早起き朝ごはん」を基本とした乳幼児期から

の規則正しい食生活習慣の形成や、食を楽しみ、食べることを大切にする気持ちを育むた

めの取組みを推進しました。 

 

〈成果〉 

幼児期（３歳児）の食事のリズムを意識している割合は、計画策定時に比べて大きく増 

加しました。目標値の２人に１人から、３人に２人以上の人が正しい生活習慣を意識して

います。 

表３－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈課題〉 

全体的に朝食を毎朝食べる割合は増加し（Ｐ９図２－５）、指標に掲げているバランスの

とれた朝食をとっている割合も多くの年代で増加したものの、目標は達成できませんでし

た。 

 今後も、朝食の欠食率を減少させるとともに、バランスの良い食生活の啓発が必要です。  

基本方針 目標値 策定時 中間調査 最終評価 達成状況

142.8%

A

83.3%

B

57.5%

D

87.0%

B

87.3%

B

41.1% 43.5%

71.4%
（3歳）

バランスのとれた
朝食を食べる

子どもと大人の割合

0～5歳 60% 44.8% 51.7% 50.0%

20歳代 55% 40.0%

16.7%
（0～5歳）

28.4%

36.0% 52.4%

31.6%

30歳代

指標

家庭ではじ
める食育

早寝早起き朝ごはんを
実践する家庭の割合

50%
34.4%
（3歳）

40歳代 60% 45.0%

50% 35.0%
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基本方針（２）体験を通じた食育 

 

〈主な取組み〉 

 農業・漁業体験や、料理体験を通じて、食べ物の生産から料理まで様々な体験をするこ

とで、食に対する関心と理解を深めることができ、食べ物に対する感謝の気持ちを育てま

した。また、平塚にゆかりのある「村井弦斎」の唱えた食育の考えを継承し、食育に関す

る事業への参加を促進しました。 

 

〈成果〉 

食に関する体験活動・情報提供の場の充実は本市関連各課で事業を実施し、子どもたち

から地域住民まで、市民が食生活の基盤の形成や、食べ物への感謝、食べることの大切さ

を理解できる環境が整いました。 

表３－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈課題〉 

食に関する事業の件数や、食育を唱えた村井弦斎の認知率は計画策定時に比べると若干

増加しているものの、目標は達成できませんでした。 

今後も食に関する体験活動を通じて食育の推進を図ると共に、平塚市で行っている食育

事業の啓発を行うことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 目標値 策定時 中間調査 最終評価 達成状況

100.0%

A

16.7%

D

100.0%

A

100.0%

A

作成・普及

A

86.7%

B

79.3%

C

指標

体験を通じ
た食育

食に関する体験活動・
情報提供の場の充実

小中学校 43校

公民館 26公民館

パンフレッ
ト作成

未調査 43校

高校 6回 2回 2回 1回

29校

未調査 26公民館

漁業・加工
見学

2回以上 1回 ２回 2回

18公民館

作成・普及 未実施 作成・普及 作成・普及

食に関する事業を知っている件数 3件 2.3件 2.3件 2.6件

食育を唱えた村井弦斎の認知率 40% 29.0% 33.4% 31.7%
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基本方針（３）健康づくりのための食育 

 

〈主な取組み〉 

食事の基本であるバランスのとれた食事を実践するために、食事バランスガイドの活用

方法や健康的な食生活（野菜の１日摂取量）について各種教室、講座などで情報提供しま

した。 

 

〈成果〉 

平塚版食事バランスガイドは、平塚市食生活改善推進団体の協力のもと、作成しました。

現在、市内の公共機関で自由配布し、本市ホームページでも閲覧することが可能です。 

表３－３ 

 

 

 

 

        ※平塚市民の健康意識アンケート調査（平成２０年、平成２４年実施）結果から 

 

〈課題〉 

野菜の摂取量の増加は、体重コントロールや生活習慣病予防に効果があると言われ、本

市の健康増進計画でも「野菜を１日３５０ｇ食べている人の割合を増やす」を指標として

掲げ、多くの事業で食事バランスガイドを用いて、「野菜を１日３５０ｇ食べよう」「野菜

を１日５皿食べよう」を啓発してきました。 

しかし、「野菜を１日３５０ｇ食べている人の割合」は、計画策定時よりも減少していま

す。 

本市は、農業が盛んで、地場産野菜も多く生産されるなど、地産地消の推進とともに、

野菜摂取量の増加を更に啓発していくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ※ 

基本方針 目標値 策定時 中間調査 最終評価 達成状況

作成・普及

A

35.0%

D

指標

未実施 未実施 作成・普及

野菜を1日３５０ｇ
食べている人の割合

60% 45.0% 48.1% 21.0%

健康づくりの
ための食育

平塚産食材を使った
食事バランスガイドの普及

作成・普及
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基本方針（４）人とのふれあいを通じた食育 

 

〈主な取組み〉 

行政間や団体間の連携を図り、互いの活動に積極的に参加・協力することにより、市民

一人一人が主体となって食育活動に取り組めるよう推進しました。 

 

〈成果〉 

表３－４ 

 

〈課題〉 

食育ボランティアの人数の増加、食育に関心を持っている人の割合ともに、計画策定時

に比べ、増加しませんでした。本市の食育ボランティアは、平塚市食生活改善推進員を言

い、今後も会員数については課題となります。 

また、食育に関心を持っている人の割合は、国や県に比べても低い現状です。本市では、

様々な食育活動を展開していく中で「食育」に関心が持てるように更なる啓発が必要です。 

 

 

 

 

〈評 価 方 法〉 最終評価値÷目標値×１００（％） 

 

〈評 価 基 準〉 Ａ：目標達成 Ｂ：８割達成 Ｃ：６割達成 Ｄ：６割以下 

 

〈達成状況別指標数〉 Ａ：６項目  Ｂ：５項目  Ｃ：２項目  Ｄ：３項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 目標値 策定時 中間調査 最終評価 達成状況

88.4%

B

73.7%

C
66.3%

指標

H26.4
283人人とのふれ

あいを通じ
た食育

食育ボランティアの人数の増加 320人以上 289人
H24.4
287人

食育に関心を持っている人の割合 90％以上 70.3% 67.5%

【前計画評価方法及び達成状況】 
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第４章  

 

平塚市が目指す食育の方向 

 

１ 基本理念 

２ 基本方針 

３ 計画の体系 

４ 具体的な取組みと計画指標 
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第４章 平塚市が目指す食育の方向 

 

１ 基本理念 

 本市は、温暖な気候と里山や田園、海などの自然に恵まれた地域であり、農業が盛んで

県内でも農産物の生産量はトップクラスを誇ります。また、食育の重要性を説いた小説家

「村井弦斎」のゆかりの地であることや、食生活改善推進団体が県内で初めて設立される

など、食に関する歴史と基盤があります。 

 このような環境に恵まれた本市で、前計画からの基本的理念「みんなではぐくもう！食

育のまち ひらつかの未来」を継承し、次世代を担う子どもから大人まで、ライフステー

ジに応じた食育の推進を目指します。 

 

 

 

  

 

 

２ 基本方針 

 次世代を担う子どもの健やかな成長やより良い食生活環境を継承すること、いくつにな

っても生涯にわたり健全な心身を培い豊かな人間性を育むことを目的に、前計画の基本方

針を継承しつつ、更に生涯におけるライフステージに応じた食育を加えた５つの基本方針

を掲げ、市民自らが食育を実践していくことを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなではぐくもう！食育のまち ひらつかの未来 

家庭ではじめる共食を通じた

子どもたちへの食育
体験を通じた食育

生活習慣病予防につながる
健康づくりのための食育

人とのふれあいを通じた食育

生涯におけるライフ

ステージに応じた食育
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 ●基本方針 

 

〈家庭ではじめる共食を通じた子どもたちへの食育〉 

子どもたちが健やかに成長するために必要な「適切な運動、調和のとれた食事、十分 

な休養・睡眠」は基本的な生活習慣の形成で確立されます。 

 また、子どもたちが食卓を囲む家族の団らんに食の楽しみを実感できる、食事のマナ 

ーや挨拶習慣等、食や生活に関する基礎習慣ができる共食の推進など、「食の楽しさを実 

感できる食育」の推進に努めます。 

 

〈体験を通じた食育〉 

食に関する考え方が形成される幼少期は、農林水産体験を行うことによって食への関 

心と理解を深めることが期待されます。地域で生産したものを地域で消費する「地産地 

消の取組み」は、身近な場所で作られた新鮮な地場産品を使って料理し、食べることで 

「生産者」や「食」についての理解が深まります。 

また、村井弦斎の唱えた食育の考え方を継承し、食育関連行事への参加の促進を図り 

ます。  

 

〈生活習慣病予防につながる健康づくりのための食育〉 

市民が健康で元気に生活を維持するためには、生活習慣病の予防が課題です。健康で 

幸福な生活を送るために欠くことのできない「食事」は、毎日の営みであり、多くの生 

活習慣病の予防のほか、生活の質の向上という面から見ても重要です。 

食の基本である、バランスのとれた食事を実践するために、１日３食きちんと食べる、

しっかり噛んで食べるなど、健全な食生活の実践につながる取組みを推進します。 

 

〈人とのふれあいを通じた食育〉 

食育の推進は、市民が自ら活動を実践することを目指すため、行政間や団体間の連携 

を図り、互いの活動に積極的に参加・協力しています。現在活躍しているボランティア 

の活動の更なる充実や、食育推進活動の周知から参加の促進を図ります。 

 

〈生涯におけるライフステージに応じた食育〉 

 次世代を担う子どもからはじまり大人、高齢者に至るまで、市民一人一人が自ら食育 

に関する取組みを実践し、超高齢社会の中、生涯にわたり健全な心身を培うことができ 

るよう推進します。 
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３ 計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○相談体制の充実

 ○学習の場の充実

 ○情報提供の充実

 ○体験の場の充実

 〇市民農園の利用区画数の増加

 ○村井弦斎による食育の思想の
    継承

 ○食文化を継承する活動に対す
　　る支援

 ○食の安全・安心などに関する講座
    の開催

 ○広報媒体を活用した情報提供の
    推進

 ○学校給食での取組みの推進

 〇食文化の継承事業の充実

生
涯
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ

に
応
じ
た
食
育

 ○食に関する指導の充実

 ○給食を活用した取組みの推進

 ○相談・情報提供の充実

 ○農業体験をする機会の充実

 ○農水産業に関する理解を深める

 ○水産業体験をする機会の充実

 ○地域における食育に関する情報
    提供の充実

〇

〇

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
た
食
育

 ○魚食の普及活動

〇

〇
（２）学校・保育所等における食育の
     推進

〇 〇 〇

 ○地産地消の促進

〇 〇

 ○マンパワーの育成や活動支援
　　への取組み

 ○食育推進に関する情報提供の
    推進

 ○生活習慣病の予防・改善のため
    の食育の推進

 ○食に関する普及・啓発

〇

〇

〇

〇

〇

〇

家
庭
で
は
じ
め
る
共
食
を
通
じ
た

子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育

生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
な
が
る

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
育

体
験
を
通
じ
た
食
育

（７）食品の安全性、栄養・その他食に関する
     調査、情報提供

〇

（６）食文化の継承、展開のための活動支援

（１）家庭における食育の推進

み
ん
な
で
は
ぐ
く
も
う
！
食
育
の
ま
ち
　
ひ
ら
つ
か
の
未
来

（４）食育推進運動の展開　　 〇

（３）地域における食生活改善のため
     の取組みの推進

〇 〇 〇

〇

〇 〇

（５）生産者と消費者の交流の促進及び環境
     との調和のとれた農水産業の活性化

〇 〇

基本施策

具体的取組み

基本方針
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４ 具体的な取組みと計画指標 

 

基本施策（１）家庭における食育の推進 

  

【現状と課題、計画指標】 

子どもたちが健やかに成長するために必要な「適切な運動、調和のとれた食事、十分な

休養・睡眠」は基本的な生活習慣の形成で確立されます。その中で、前計画では「早寝早

起き朝ごはん」を基本とした乳幼児期からの規則正しい食生活習慣の形成を啓発してきま

した。その結果、早寝早起き朝ごはんを実施する家庭の割合は増加しました（Ｐ２６表３

－１）。 

「早寝早起き朝ごはん」を実践する乳幼児の割合が増加した一方、思春期以降になると

朝食を欠食する傾向が、今までの本市のアンケートからも読み取ることができます（Ｐ９

図２－５）。また、学童期では、全く食べない割合は少ないものの、朝食を食べないことが

ある割合が目立ち始めます。なかでも、２０歳代からは男女の朝食摂取頻度の差が大きく

なり、青年期の男性の朝食摂取頻度が低い状況です（Ｐ１０図２－９）。 

朝食欠食者の欠食理由として思春期は、「時間がない」や「食欲がない」といった理由か

ら始まり、２０歳代以降になると４０％近くの人が「食べる習慣がない」といった理由に

移行しています（Ｐ１０図２－１０）。これら朝食欠食の年代別推移は国や県と大きな差は

見られません。 

また、ライフスタイルや家族間の関わり合いが多様化している中で、家族が食卓を囲ん 

で共に食事をとりながらコミュニケーションを図る共食は、食育の原点であり、子どもへ

の食育を推進していく大切な時間と場であると考えられます。しかしながら、本市の共食

の現状は、国や神奈川県と大きな差はなく、思春期以降の共食率は特に低下しています（Ｐ

１１図２－１１、Ｐ１２図２－１２、２－１３）。 

社会環境の変化や生活習慣の多様化等と合わせて、食に対する意識の希薄化が進む中、 

朝食を欠食する割合を減らす、共食の回数を増やすなどの「家庭ではじめる共食を通じた

子どもたちへの食育」を推進していきます。 

＊指標に年齢などが記載されていない場合は、２０歳以上の人を対象とします 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

男子   0.9％

女子   1.2％

　 ２０歳代～３０歳代　男性 22.8% 15% 15％以下 15％以下 15％以下

目標値
（平成36年度）

神奈川県
目標値

（平成29年度）

　11回以上

朝食を欠食する市民の割合の減少
   子ども（小学生）

食育に関心をもっている人の割合の増
加

68.6% 80% 90%

0%

国
目標値

（平成27年度）

指　　標 現状値

朝食又は夕食を家族と一緒に食べる
「共食」の回数(一週間)の増加

　9.5回 　　10回

90％以上

目標値
（平成31年度）

90％以上

0% 0%

10回以上 10回以上

0%
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具体的な取組み 

 

【相談体制の充実】 

育児や家庭での食生活面の不安の解消や安心の提供を目的とした相談、アドバイスを行

います。 

 

 

【学習の場の充実】 

妊婦やその家族、乳幼児の保護者などに対し、食生活に関する正しい知識を普及し、育

児不安の解消や積極的な健康づくりを図るため、教室の開催や、情報提供を行います。 

事業名 事業内容 担当課 

子ども総合相談 地域の公共施設に出向き、乳幼児期の子育て支援情報

の提供や育児に関する相談を行います。 

こども家庭課 

子育て支援事業 子育てサロンで育児講座の実施や相談、電話による相

談を行います。 

保育課 

乳幼児健診・ 

育児相談 

幼児健診や育児相談の場で相談、乳児健診後の電話相

談や、要望に応じて訪問や来所、電話、インターネッ

ト相談を行います。 

健康課 

 

 

就労者への 

情報提供 

企業へチラシを配布し、健康講話の実施や健康相談を

受け付けます。 

産業振興課 

健康課 

事業名 事業内容 担当課 

食育関連パンフ 

レットの配付 

婚姻届を提出する窓口に、新婚家庭向けの情報提供パ

ンフレットを設置します。 

また、母子手帳を交付する際などに、父親になる方向

けに『父子育児手帳』を配付します。『父子育児手帳』

には、妊娠中の妊婦の食生活についてや育児に必要な

離乳食、幼児食についても掲載されています。 

健康課 

母親父親教室 

 

母親父親教室では、助産師・保健師・栄養士・歯科衛

生士などの専門職が、安心安全なお産を迎えるための

教室を行います。 

また、栄養士が妊娠中から産後に必要な食生活につい

て、講話や実習など、妊婦やその家族を対象に体験型

の教室を行います。 

離乳食教室 各月齢に合わせた離乳食の教室や、離乳食の開始から

卒乳までの内容を組み込んだ教室を行います。 

幼児教育 ２歳児歯科健診の会場で、歯科衛生士と栄養士が幼児

と保護者に対して噛むことの大切さや生活リズムにつ

いての集団指導を行います。 
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【情報提供の充実】 

地域で活動する子育てサークルなどの団体の希望により食育教室や個別相談を行います。 

 

【体験の場の充実】 

 子どもが食について関心を持ち、保護者や地域の人とふれあいながら食育を実践できる

場を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 事業内容 担当課 

思春期対策事業 思春期に必要な食生活や、将来、健康的な成人期を迎え

るにあたっての教室を保健師、助産師、栄養士で行いま

す。 

健康課 

祖父母のための 

食育教室 

保育所等で開催される敬老週間事業などへ出向き、祖父

母を対象に食育教室を行います。 

子どもの生活習慣 

病予防対策事業 

 

小児期から規則正しい生活習慣を身につけ、生活習慣病

を予防するために、５歳児肥満度調査や５歳児生活実態

調査、幼児や保護者を対象とした巡回教室、予防相談な

どを行います。 

事業名 事業内容 担当課 

地域依頼 

教室の開催 

地域で実施されている子育て支援事業に出向いて、食

育講話や個別の相談を行います。 

健康課 

事業名 事業内容 担当課 

食育事業 食生活改善推進団体に委託し、地域住民が健康的な食

生活の知識を身につけられるよう、講話や調理実習を

取り入れた事業を行います。 

健康課 

親子で朝ごはん 

クッキング教室 

 

未就学児とその保護者を対象に、バランスの良い朝食

を簡単に調理し、試食します。また、食育クイズや生

活リズムについての講話を行います。 
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基本施策（２）学校・保育所等における食育の推進 

 

【現状と課題、計画指標】 

 社会状況の変化に伴い、子どもたちの食の乱れや健康への影響が見られることから、学

校や幼稚園、保育所等は、子どもへの食育を進めていく場として大きな役割を担っており、

あらゆる機会とあらゆる場所を提供し、積極的に食育の推進に努めてきました。また、学

習指導要領の総則に「学校における食育の推進」が明記され、各教科等でも食育について

より充実した内容となりました。本市でも、前計画の指標で「食に関する体験活動・情報

提供の場の充実」を掲げ、各小中学校に食教育推進担当者を置き、全４３校が食育全体計

画を作成し、食に関する指導を行うことができました（Ｐ２７表３－２）。 

 学校給食では、地域の生産者団体と協力し、学校給食地場産等食材使用推進事業に取り

組み、地域で生産された新鮮な農水産物を提供するなど、地産地消の推進や食べ物への感

謝の心を育てる食育を推進しました。 

 また、乳幼児期からの食育の重要性が増していることを考慮し、平成２１年４月施行の

保育所保育指針の中で「食育の推進」が位置付けられました。保育所における食育は、健

康な生活の基本としての「食を営む力」の育成に向け、その基礎を培うことを目標として

います。本市は、子どもが毎日の生活と遊びの中で、食に関わる体験を積み重ね、食べる

ことを楽しめるような取組みを推進しました。 

 子どもの食を考える時、保育所だけではなく、家庭と連携・協力して食育を進めていく

ことは不可欠です。食に関する子育ての不安・心配をかかえる保護者は少なくありません。

保育所保育指針では、一つの柱として保護者に対する支援を重視しています。本市でも、

保護者を対象にした事業や、保育園に入園していない地域の子育て家庭への支援を推進し

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指　　標 現状値 目標値
（平成31年度）

目標値
（平成36年度）

神奈川県
目標値

（平成29年度）

国
目標値

（平成27年度）

食に関する年間指導計画を策定して
いる公立小中学校の割合

100% 100% 100% 100%
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具体的な取組み 

 

【食に関する指導の充実】 

学習指導要領の総則に「学校における食育の推進」が明記され、各教科等でも食育に関

する記述が充実されました。また、幼稚園教育要領においても、食育についてより充実し

た内容となりました。保育所では、保育所保育指針に基づき保育の一環として食育が位置

づけられました。それに伴い、児童、生徒及び園児が食に関する正しい知識と望ましい食

習慣を身につけられるよう、各学校や幼稚園、保育所において様々な学習や指導、体験活

動を行います。 

 

 

【給食を活用した取組みの推進】 

小学校では学校給食を生きた教材として、地産地消の推進や地域の自然や文化、産業な

どの理解ができるような取組みを行います。また、中学校では、小学校給食で学んだ知識

を生かし、生徒自身がお弁当作りを実践する「中学生自分で作るお弁当コンテスト」を実

施します。 

 なお、保育所においては保護者に向けた試食会や食育講話など、保護者に向けた食育を

推進します。 

 

 

事業名 事業内容 担当課 

食に関する指導 各小中学校において、食育全体計画を作成し、食教育

推進担当教員や栄養教諭及び学校栄養士等が連携し

て、食に関する指導（食べ物の働き、マナー、献立作

成等）を行います。また、米作りや野菜の栽培・収穫

体験をし、食材への興味・関心を育てます。 

教育指導課 

学校給食課 

幼稚園において、お弁当の時間に食べることの楽しさ

を感じられるような指導を行います。また、野菜の栽

培・収穫体験をし、食材への興味・関心を育てます。 

教育指導課 

保育所において、保育士や栄養士が園児に対して野菜

の栽培や調理体験、バイキング給食などを行います。 

保育課 

事業名 事業内容 担当課 

学校給食地場産

野菜等使用推進

事業 

学校給食における地場産農産物等の積極的な使用に努

め、「地産地消」の推進を図ります。また、給食の予定

献立表や給食時間の放送、平塚産野菜ＰＲキャラクタ

ーを用いた給食を実施し、「地産地消」について児童へ

啓発を行います。 

学校給食課 
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【相談・情報提供の充実】 

 健康に影響が生じている子どもや保護者への生活習慣及び食習慣に関する相談、食に関

する子育ての不安や心配をかかえる保護者に対する相談並びに情報提供を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 事業内容 担当課 

ふれあい給食 小学校に農業や漁業、畜産業の生産者及び関係者を招

いて、小学生が一緒に給食を食べながら生産者の話を

聞き、地域産業の理解や地産地消の推進につなげます。 

学校給食課 

農水産課 

給食試食会 保育所に園児の保護者を招き、園児と一緒に給食を試

食します。また、栄養士の食育講話も行います。 

保育課 

事業名 事業内容 担当課 

児童健康教室（子

どもの生活習慣

病予防対策事業） 

小学校４年生の肥満度が高い児童を対象に、医師や栄

養士、運動指導士が健康相談や運動指導を行います。 

教育総務課 

開放保育 子育て家庭に対して、開放保育の場で献立表や食育だ

よりを配布し、食に関する情報提供や相談を行います。 

保育課 
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基本施策（３）地域における食生活改善のための取組みの推進 

 

【現状と課題、計画指標】 

 心身の健康を確保し、生涯にわたって生き生きと暮らしていくためには、人生の各段階

に応じた一貫性・持続性のある食育を推進することが求められています。特に、日本人の

最大の死亡原因となっている生活習慣病を予防する上では、食生活の改善を図るとともに

運動の習慣化が欠かせません。また、生活の質の低下を防ぐため、糖尿病の重症化予防も

重要です。このため、栄養バランスに優れた日本型食生活の実践の促進、健康づくりや生

活習慣病の予防及び改善につながる健全な食生活の推進など、家庭や学校、保育所、生産

者、企業等と連携しつつ、地域における食生活の改善が図られるよう、適切な取組みを行

うことが必要です。 

 そうした中、本市の前計画や平塚市健康増進計画で「野菜を３５０ｇ食べる人を増やす」

取組みを実施してきました。しかしながら、本市の２０歳以上の野菜摂取量の現状は、前

計画策定時よりも減少しました（Ｐ１３図２－１４、Ｐ２８表３－３）。 

健康で幸福な生活を送るために欠くことのできない「食事」は、毎日の営みであり、多

くの生活習慣病の予防のほか、生活の質の向上という面から見ても重要です。本市の現状

は、健康的な食生活を心がけている割合は全体の約８４％となり、中でも主食・主菜・副

菜をそろえて食べるようにしている割合や、毎食野菜を食べるようにしていると回答した

割合が高い状況です（Ｐ１６図２－１９）。また、健康的な食生活を営むためには、小児期

から高齢期まで各ライフステージに応じた食べ方の支援として歯科保健分野からの食育の

推進が欠かせません。すべての市民が健やかで豊かな生活を過ごすため、８０歳になって

も自分の歯を２０本以上保つことを目的とした「８０２０運動」や、一口３０回以上噛む

ことを目標とした「噛ミング３０」などの運動を推進していますが、よく噛んで味わって

食べるなどの食べることに関心がある割合は国や県に比べると若干低い状況です（Ｐ１７

図２－２０、Ｐ１８図２－２１）。 

食の基本である、バランスのとれた食事を実践するために、１日３食きちんと食べるこ

とや、しっかり噛んで食べるなど、健全な食生活の実践につながる取組みを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値
（平成36年度）

神奈川県
目標値

（平成29年度）

21.0% 35% 50%
１日あたりの野
菜平均摂取量

350g以上

野菜を１日３５０ｇ食べている人の割合
の増加

国
目標値

（平成27年度）

指　　標 現状値
目標値

（平成31年度）

よく噛んで味わって食べるなどの食べ
方に関心のある人の割合の増加

健康的な食事内容を心がけている人
の割合の増加

食育に関心をもっている人の割合の増
加（再掲）

64.6% 70% 80% 80％以上 80％以上

83.5% 90% 90％以上 90％以上 60％以上

68.6% 80% 90% 90％以上 90％以上
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具体的な取組み 

 

【生活習慣病予防・改善のための食育の推進】 

 疾病別の生活習慣病予防教室のほか、食生活の改善や生活習慣の改善ができるような教

室や相談を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 事業内容 担当課 

健康教室 

（疾病別） 

生活習慣病の予防・改善のための知識と実践的技術の

習得ができるように調理実習を行う教室の開催や、講

話と運動を交えた教室を開催します。 

健康課 

 

 

健康教室 

（ライフステージ

別） 

ライフステージに応じた教室を実施し、年齢ごとの課

題について、知識や技術を提供します。 

健康課 

高齢福祉課 

運動教室 生活習慣病予防において大切な運動実践を通して運動

の知識や技術の提供とともに、適正な食生活に向けた

見直しをします。 

健康課 

生活習慣病予防 

料理教室 

地域で活躍している食生活改善推進団体に委託して、

地区公民館で生活習慣病予防料理教室を開催します。 

健康課 

健康相談 生活習慣病の予防・改善のため、生活環境に即した食

事についてや介護予防につながる食事についての個別

相談を実施します。 

健康課 

高齢福祉課 

歯科健康教室 生活習慣病と歯科疾患との関係についての知識や、予

防方法についての教室を開催します。 

健康課 
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【食に関する普及・啓発】 

市民がより良い食生活を営むためのポイントを理解し、健康増進に取り組むきっかけと

なるよう、食に関する情報を提供します。 

 

【地域における食育に関する情報提供の充実】 

 地域の学習課題としての重要性や住民ニーズを考慮しながら、食に関する事業を展開し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 事業内容 担当課 

食育ガイドや食事

バランスガイドな

どの活用 

健康づくりのための食生活の実現に向けた教育の際、

食育ガイドや食事バランスガイドなど、栄養バランス

などに配慮した食生活を送るための指針を活用しま

す。 

健康課 

消費生活展 消費者団体の協力のもと、市民が食・環境・日常生活

における幅広い消費生活に関心を持って行動してもら

えるような情報提供を中心に開催します。 

市民情報・相

談課 

健康づくり情報 

の発信事業 

食を通した健康増進に関する知識をＦＭ放送（ＦＭナ

パサ）やほっとメールひらつか（ひらつか子育て応援

メール）等で発信します。 

健康課 

野菜プロジェクト ６月の食育月間に幼児健診を受診される保護者を対象

として、「野菜を１日３５０ｇ以上食べる」ためのＰＲ

や体験事業を実施します。 

事業名 事業内容 担当課 

公民館事業での 

食育の推進 

公民館事業において、料理教室などを通じた食育の機

会を提供します。 

中央公民館 

地域依頼教育 公民館や自治会、地区社会福祉協議会などと協働し、

地域に出向いて食に関する健康講話や健康相談を行い

ます。 

高齢福祉課 

健康課 



44 

 

基本施策（４）食育推進運動の展開 

  

【現状と課題、計画指標】 

 食育推進運動を展開していくには、市民一人一人が食育の意義や必要性などを理解する

とともに、これに共感し、自ら食育を実践できるよう、市民や協力団体などの自発的意思

を尊重するとともに、多様な主体の参加者と連携・協力して推進していくことを目指して

います。 

本市では、市民が自ら活動を実践することを目指すため、積極的に参加、協力して食育

活動を推進している「平塚市食生活改善推進団体」の活動支援を行っています。また、平

塚市食生活改善推進団体で活動する食生活改善推進員の養成を行い、会員の維持に努めて

います。 

しかし、ボランティア活動であるため、会員数を増やしていくことは容易なことではな

く（Ｐ２９表３－４）、前計画の計画指標を見ても、会員数を維持することは難しい状況で

す。 

このような中でも、平塚市食生活改善推進団体の会員数は、国や県の人口比と比較する

とかなり多い状況です。 

 今後も、平塚市食生活改善推進団体の会員数の確保や、新しい情報の提供などの支援と

共に、活動の充実が図れるよう取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

586回 600回 600回以上 6,500人以上 37万人以上

指　　標 現状値 目標値
（平成31年度）

目標値
（平成36年度）

神奈川県
目標値

（平成29年度）

国
目標値

（平成27年度）

食育ボランティアの活動の充実

食育に関心をもっている人の割合の増
加（再掲）

68.6% 80% 90% 90％以上 90％以上

活動回数 活動回数 活動回数
食育ボランティア

の数
食育ボランティア

の数の増加
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具体的な取組み 

 

【マンパワーの育成や活動支援への取組み】 

 食生活改善推進員は「食育アドバイザー」として、子どもから高齢者まで健全な食生活

を実践できるよう、地域に根ざした食育活動をすすめます。 

 

 

【食育推進に関する情報提供の推進】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 事業内容 担当課 

食生活改善推進員

の養成 

地域での食生活改善活動に必要な知識と実践のための

技術を習得するための講座を開催します。 

健康課 

食育に関するボラ

ンティアの育成と

活動への支援 

食生活改善推進員が各地域の特色を活かした食生活改

善活動を実施できるよう、活動支援や技術提供などを

行います。 

事業名 事業内容 担当課 

食育活動の 

情報の共有化 

地域で食育活動を実施している団体（食育推進会議委

員）の活動状況を把握し、行政と市民の協働による食

育の推進を図ります。 

健康課 

（食育推進

会議） 
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基本施策（５）生産者と消費者の交流の促進及び環境との調和のとれた農水産 

業の活性化 

 

【現状と課題、計画指標】 

 食育の推進、特に食に対する感謝の念を深めていく上で、食を生み出す場としての農水

産業に関する理解が重要です。消費者と生産者が互いを意識する機会が少ないことから、

生産者と消費者の顔が見える関係の構築によって、これを改善していくことが求められて

います。 

 また、食料の生産は自然の恩恵の上に成り立っており、自然との共生が求められていま

す。このため、生産者と消費者との交流の促進を図るとともに、環境と調和のとれた農水

産業の活性化が図られるよう、適切な取組みが必要です。 

 本市は県内有数の農業地域であり、広大な水田面積と豊富な水を使い、「キヌヒカリ」と

いう品種の米が生産されています。また、施設園芸も盛んで、トマトやキュウリ、いちご

などが栽培されています。畑作としては、ほうれんそうや小松菜などの野菜、里いも、飼

料作物が多く生産されており、それら平塚の地場産品の認知度は高い状況です（Ｐ１９図

２－２２）。 

 これらの多くは、直売所や地場産品ＰＲイベントなどで直接手に入るような取組みを行

っています。本市の直売所の利用率は、月に１回以上利用する人が約６５％と多くの人が

利用している状況が伺えます。また、直売所を利用していない場合でも、スーパーなどの

「地場産品コーナー」などを利用するなど、地場産品に対する意識の高さが伺えます（Ｐ

２０図２－２３）。 

 また、「平塚産農産物をＰＲして多くの方に食べてもらいたい」という想いから平塚市と

東海大学の交流事業で、平塚産農産物ＰＲキャラクター「べジ太」が、平成２３年５月に

学生達のデザインにより誕生しました。新鮮で美味しい平塚産農産物の魅力を伝えるため

に、フラッグやポスター、看板、チラシ等ＰＯＰのデザインとして市主催イベントや市内

直売所、スーパーの野菜売り場などで使用しています。平成２５年度からはベジ太のうた、

体操、絵本、着ぐるみを活用して、更なる平塚産農産物のＰＲを行っています。 

 多くの市民が食料の生産から消費に至るまでの食に関する体験活動に参加できる取組み

を推進し、また、地場産品のＰＲを行い、地産地消の推進をしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値
（平成36年度）

神奈川県
目標値

（平成29年度）

国
目標値

（平成27年度）

指　　標 現状値
目標値

（平成31年度）

農林漁業体験をしたことがある人の割
合の増加

52.5% 55% 75% 75％以上 30％以上

地元産の農産物の優先的な購入・使
用の増加

53.1% 55% 80% 80％以上

90％以上
食育に関心をもっている人の割合の増
加（再掲）

68.6% 80% 90% 90％以上
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具体的な取組み 

 

【地産地消の推進】 

 地産地消とは、「その土地で採れたものをその土地で消費する」という意味です。平成２

２年１２月に「地域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創出及び地域の農林水産

物の利用促進に関する法律」が公布され、平成２３年３月に「農林漁業者等による農林漁

業及び関連事業の総合化並びに地域の農林水産物の利用の促進に関する基本方針」を定め、

地産地消の一層の推進を図ることが期待されています。 

 

 

【農水産業に関する理解を深める】 

 自然の恩恵や食に関わる様々な活動への理解を深める事などを目的とし、一連の農作業

等の体験の機会を提供し、多様な体験の取組みを推進します。 

それら、自然と向き合い、日々仕事をしている農林漁業者に直接指導を受けることによ

り、地域の農林漁業への関心や理解を深め、自然の恩恵、農林漁業者への尊敬の念、健全

な食生活の実現など様々な教育的効果が期待されます。 

 

事業名 事業内容 担当課 

市内直売所 平塚市公式ホームページで市内の野菜、果樹、花きを

販売する直売所を紹介します。 

農水産課 

 

地場産品 

ＰＲイベント 

「美味花市（うまかいち）」や「ＪＡ湘南でてこいまつ

り」、「地どれ魚直売会」などのイベントを通じ、地場

産農水産物のＰＲを行います。 

ふれあい給食事業

（再掲） 

地元で生産された（採れた）農水産物等を学校給食の

食材として活用するとともに、その生産者を招いて一

緒に給食を食べることで、地域の自然や文化、農水産

業などに関する理解を深めます。 

学校給食課

農水産課 

 

湘南ひらつかふれ

あいマーケット 

生産者と市民によるふれあいの場の創出や地場産業の

振興を図るため、地場産品の販売拠点として毎月１回

開催します。 

産業振興課 

事業名 事業内容 担当課 

ひらつか花アグリ

米づくり体験隊 

消費者自らが米づくりに参加することで、農業の理解

を深め、本市の米の魅力を再発見します。地元の専業

農家組織が講師になり、家族で田植え、草とり、収穫

体験（稲刈り体験、乾燥・もみすり機の作業見学）後、

自分たちで作ったお米を受け取る一連の体験事業を行

います。 

農水産課 



48 

 

 

 

【農業体験をする機会の充実】 

 実際の農作物の収穫を体験することにより、農業と農作物への理解と感謝の気持ちを育

みます。 

 

【市民農園の利用区画数の増加】 

 自然志向を背景に、農業体験に対する都市住民の関心が高まり、余暇活動としてだけで

なく、子どもの教育面からも、自然や土とのふれあいを求め、市民農園を利用する人々が

増えています。                     

 本市では、平成７年度から市民農園の開設を支援し、平成２６年４月現在、市内に２２

園開設しています。 

 

 

 

 

 

 

事業名 事業内容 担当課 

サポートファー

マー育成事業 

農家以外の市民を対象に農業研修を行い、農家の農作

業の手伝いや遊休農地の耕作をするなどの援農活動を

するサポートファーマーを育成します。 

修了後は、ＪＡ湘南のサポートバンクに登録して農家

の手伝いをしています。 

農水産課 

 

 

 

 

 

 

 

親子ふれあい 

体験（農業） 

ひらつか花アグリ内で、農産物の栽培管理や収穫を体

験する親子野菜づくり教室、採れたて野菜調理教室を

開催します。 

ヒラメの稚魚放

流、親子交流海体

験 

児童・生徒を対象に、遊漁船に乗船し、沖に張られた

定置網や潮目の様子を観察します。また、ヒラメの稚

魚放流体験や親子で体験できる子ども環境教室（海編）

などを行います。 

農水産課 

環境政策課 

事業名 事業内容 担当課 

親子収穫体験 生産者の立会いのもと、春はトマト、秋はきゅうりの

もぎ取り体験を行います（平塚市園芸協会主催）。 

農水産課 

事業名 事業内容 担当課 

市民農園 農業委員会等関係団体と連携しつつ、毎年１園程度開

設します。 

農水産課 
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【水産業を体験する機会の充実】 

 地元の漁業者が働く身近な海の自然環境について学び、水産業に対する親しみと理解を

深めます。 

 

 

【魚食の普及活動】 

 地場産農産物と同様、平塚港に水揚げされた水産物についても、購入の機会を増やし、

水産業とふれあい、消費の拡大を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 事業内容 担当課 

体験乗船 

 

小学生を対象に、遊漁船に乗って相模湾を遊覧します。 農水産課 

事業名 事業内容 担当課 

魚食普及活動 湘南ひらつか魚まつり朝市、魚のさばき方教室などを

通して、魚食の普及を図ります（湘南ひらつか魚食普

及協議会主催）。 

農水産課 
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基本施策（６）食文化の継承、展開のための活動の支援 

 

【現状と課題、計画指標】 

 豊かな自然に恵まれ、さらに海に囲まれた我が国は、四季折々の食材に恵まれ、長い年

月を経て地域の伝統的な行事食や作法と結びついた食文化が形成されてきました。このよ

うな我が国の豊かで多様な食文化「和食」は、世界に誇ることができます。 

 その「和食」は、平成２５年１２月にユネスコ無形文化遺産に登録され、日本はもとよ

り、世界中から評価されています。 

 「和食」の特徴の一つに、年中行事との密接な関わりがあります。自然の恵みである「食」

を分け合い、食の時間を共にすることで、家族や地域の絆を深めてきました。 

 本市でも、食文化の継承のため、公民館や学校給食で「行事食」の継承事業を実施して

きました。また、食育の必要性を唱えた「村井弦斎」が明治時代から昭和にかけて住んだ

ゆかりの地であり、その跡地は「村井弦斎公園」として現在もその思想を受け継いだ活動

を展開しています。 

 一方、ライフスタイルや価値観等様々な理由により、栄養バランスに優れた健康的な食

生活の基本である日本型食生活や、家庭や地域において継承されてきた特色ある食文化が

失われつつあります。 

 地域のボランティア団体や、各種団体と協力しながら、食文化の継承、展開のための活

動を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育に関心をもっている人の割合の増
加（再掲）

68.6% 80% 90% 90％以上 90％以上

指　　標 現状値 目標値
（平成31年度）

目標値
（平成36年度）

神奈川県
目標値

（平成29年度）

国
目標値

（平成27年度）

食育を唱えた村井弦斎の認知率の増
加

31.7% 35% 40%
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具体的な取組み 

 

【村井弦斎による食育の思想の継承】 

 平塚にゆかりのある明治時代の小説家、村井弦斎の著書「食道楽」は、食にまつわる様々

なテーマを取り上げ、６００以上のレシピが登場し、「徳育よりも、智育よりも、食育が先」

と、提唱しています。今後もその村井弦斎の思想を継承していきます。 

 

 

【食文化を継承する活動に対する支援】 

全国に先駆けて昭和３３年に地域での食育活動を開始した食生活改善推進団体の活動を

支援します。最新の食情報と地域活動のための助言、協力などを行います。 

 

事業名 事業内容 担当課 

食育ボランティ

アの活動に対す

る支援 

地域で食文化を継承する教室を始め、様々な活動を展

開している食育ボランティアに対し、支援を行いま

す。 

健康課 

 

【食文化の継承事業の充実】 

 食生活が多様化する中で、地域の郷土料理や伝統食などの食文化を大切にし、次の世代

への継承を図ります。 

 

 

 

 

 

事業名 事業内容 担当課 

村井弦斎まつり 「ふるさと歴史再発見事業」の一環として、村井弦斎

公園において年に１回、市民との協働により開催しま

す。明治時代の料理を現代風にアレンジした料理の展

示、販売などにより、当時の食文化を偲ぶことができ

ます。 

社会教育課 

事業名 事業内容 担当課 

学校給食における

食文化の伝承 

学校給食での行事食を通じて、食文化や食習慣を伝え

る取組みを行います。 

学校給食課 

公民館における食

文化継承事業の実

施 

地域の協力を得て、家庭で作られる機会が少なくなっ

た季節の料理（おせち料理など）や、伝統行事（だん

ご焼きなど）の食文化を継承する講座を実施します。 

中央公民館 
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基本施策（７）食の安全性、栄養・その他食に関する調査、情報提供 

 

【現状と課題】 

 健全な食生活の実践には、食生活や健康に関する正しい知識を持ち、自ら食を選択して

いくことが必要です。 

 食品の安全性に関する情報については、消費者庁や食品安全委員会を始めとした関係省

庁で随時共有し、情報提供が行われています。また、神奈川県では「かながわ食の安全・

安心」のホームページなどで情報の提供を行っています。 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故以来、放射性物質の放出に伴う食品の安全性に関

する関心は、依然高い状態にあります。 

 本市では、講座や教室を通じて、食に関する安全安心を広めていくとともに、学校給食

の食材の安全確認の検査を実施し、食の安全に対する情報発信に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

90％以上
食育に関心をもっている人の割合の増
加（再掲）

68.6% 80% 90% 90％以上

国
目標値

（平成27年度）

指　　標 現状値 目標値
（平成31年度）

目標値
（平成36年度）

神奈川県
目標値

（平成29年度）
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具体的な取組み 

 

【食の安全・安心などに関する講座の開催】 

消費者である市民に対して、消費生活に関する情報や知識を提供することで、消費者の

自立を図ります。 

 

 

【広報媒体を活用した情報提供の推進】 

 食品の安全に関する情報を、広報媒体を用いて提供していきます。 

    ※協働事業期間：平成２４年１２月～平成２７年度末まで 

 

【学校給食での取組みの推進】 

学校給食法に基づいた、安心安全の確保に努めます。 

 

 

事業名 事業内容 担当課 

親子消費者教室 市民が自立した消費者を目指すための支援として、専

門家を講師に招き小学生及びその保護者を対象にし

た実習形式の講座を開催します。講座では、食の安全

性等をテーマにした幅広い消費生活に関する知識や

情報をわかりやすく提供します。 

市民情報・相談

課 

暮らしの講座 市民が自立した消費者を目指すための支援として、専

門家を講師に招いた講座を開催します。講座では、食

の安全性等をテーマにした幅広い消費生活に関する

知識や情報を提供します。 

事業名 事業内容 担当課 

食品の放射性物質

簡易検査 

市民が消費する食品の放射性物質簡易検査を行い、ホ

ームページ等での結果公表や関連する知識・情報を提

供することを通して、市民の「食への不安」解消につ

ながる支援をします（ＮＰＯ法人ひらつかエネルギー

カフェと協働事業）。 

市民情報・相談

課 

事業名 事業内容 担当課 

学校給食での 

食の安全 

残留農薬検査、Ｏ－１５７細菌検査、一般細菌検査、

放射性物質検査を実施します。 

学校給食課 
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第５章  

 

ライフステージごとのテーマと取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



56 

 

第５章 ライフステージごとのテーマと取組み 

 

ライフステージごとの特徴にあわせた食育のテーマと、実践上のポイントをまとめ、市

民の行動を支援するための本市の取組みを示します。 

 

 

ステージ テーマ ポイント 本市の主な取組み 

乳幼児期 

（０～６歳） 

家庭を基盤

とした望ま

しい食習慣

の基礎をつ

くる。 

・食前食後のあいさつ「いただ 

きます」「ごちそうさま」を言

う習慣を身につける 

・好き嫌いなく食事をする 

・食べることを楽しむ 

・食べ物に関心を持つ 

母親父親教室 

離乳食教室 

幼児教育 

子ども総合（育児）相談 

子どもの生活習慣病予防対策事業 

開放保育 

給食試食会 

食に関する指導 

学校給食地場産野菜等使用推進事業 

ふれあい給食 

児童健康教室 

親子収穫体験 

親子ふれあい体験 

健康教室 

野菜プロジェクト 

公民館事業での食育の推進 

地域依頼教室・教育 

親子消費者教室 

ひらつか花アグリ米づくり体験隊 

地場産品 PRイベント 

サポートファーマー育成事業 

市民農園 

健康相談 

歯科健康教室 

食生活改善推進員養成講座 

公民館における食文化継承事業 

学童・思春期 

（７～１９歳） 

規則正しい

生活の形成

と栄養バラ

ンスのとれ

た食事を実

践する。 

・朝食の大切さを理解する 

・栄養バランスを考えて食べる 

・農業体験や調理を通じて食へ 

の感謝の気持ちを育てる 

・家庭で食卓を囲む 

青年期 

（２０～３９歳） 

 

栄養バラン

スのとれた

食生活の実

践と朝食を

食べる習慣

を身に付け

る。 

・自分の生活リズムに応じて 1日 

３回、偏りのない食事をとる 

・食に関する情報を理解し、選択 

する 

・食事を自分で作る 

・食べ過ぎ飲み過ぎに気をつける 

壮年期 

（４０～６４歳） 

健全な食生

活を実践し、

生活習慣病

を予防する。 

・食生活を見直し、適正体重の維 

持に努める 

・自ら食育を実践し、次世代に食 

の大切さを伝える 

・家庭での食事を大切にする 

高齢期 

（６５歳～） 

自分の健康

管理に努め、

年齢にあっ

た無理のな

い食生活を

おくる。 

・家族や友人との食事を楽しむよ 

 うにする 

・今までの人生経験の中から得た 

食の知識や技術を次世代に伝え 

る 
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第６章  

 

推進体制の整備 
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第６章 推進体制の整備 

 

 食育推進計画の推進にあたっては、次の二つの組織において進捗状況の確認や評価、見

直しを行い、計画に位置付けた施策の推進を図ります。 

 

（１）平塚市食育推進会議 

 平塚市食育推進会議条例に基づき平塚市食育推進会議を設置します。 

平塚市食育推進会議は平塚市食育推進計画の作成等について審議し、及びその実施を推

進します。 

委員は学識経験者、食に関する分野や保育・教育分野、保健分野の団体、公募に応じた

市民により構成されています。 

 

（２）平塚市食育推進計画進行会議 

 平塚市食育推進会議条例に基づき平塚市食育推進計画進行会議を設置します。 

 平塚市食育推進計画進行会議は本市の食育の取組みが総合的かつ計画的に推進されてい

るか、進捗状況の報告や確認を行います。 

 構成員は庁内の関係部署で構成されています。 
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参考資料 
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平塚市食育推進会議条例 

 

 （設置） 

第１条 食育基本法（平成１７年法律第６３号。以下「法」という。）第３３条第１項

の規定に基づき、平塚市食育推進会議（以下「推進会議」という。）を置く。 

 

 （所掌事務） 

第２条 推進会議は、平塚市食育推進計画（法第１８条第１項の規定により本市が作成

する計画をいう。）の作成等について審議し、及びその実施を推進する。 

 

 （組織） 

第３条 推進会議は、委員１８人以内をもって組織する。 

 

（委員） 

第４条 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 

（１） 学識経験者 

（２） 食に関する分野の団体の代表者 

（３） 保育・教育分野の団体の代表者 

（４） 保健分野の団体の代表者 

（５） 公募に応じた市民 

 

 （任期） 

第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の

任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

 （会長及び副会長） 

 

第６条 推進会議に会長及び副会長１人を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は、会務を総理し、推進会議を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

 

 （会議） 

第７条 推進会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 推進会議は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 推進会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決す

るところによる。 
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 （部会） 

第８条 推進会議は、特定の事項及び専門的事項について調査審議させるため、部会を

置くことができる。 

 

 （意見等の聴取） 

第９条 会長は、推進会議の運営上必要があると認めるときは、推進会議に委員以外の

者の出席を求め、その意見又は説明を聴くことができる。 

 

 （委任） 

第１０条 この条例に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は、会長が

推進会議に諮って定める。 

 

   附 則 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 
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平塚市食育推進会議委員名簿 

 

団体名 役職等 氏名 

 鎌倉女子大学  家政学部 管理栄養学科  

教授 

 森政 淳子 

 湘南農業協同組合  組織部長  小宮 一郎 

 平塚魚商業協同組合  婦人部長  栁田 愛子 

 村井弦斎の会  会長  加藤 利雄 

 神奈川県栄養士会 

第６ブロック支部 

 管理栄養士   山田 恵子 

 平塚市食生活改善推進団体  会長  岩田 まり子 

 平塚市私立幼稚園協会  園長（黒部丘幼稚園）  三浦 深雪 

 平塚民間保育園連盟 園長（愛・八幡保育園） 

（平成２５年度まで  

苗・もんもん保育園園長） 

永瀬 輝美 

 

（髙橋 一枝） 

 平塚市立小学校長会  校長（旭小学校）  宇野 雄子 

 平塚市立中学校長会  校長（山城中学校）  大高 幸二 

 神奈川県立平塚農業高等学校  副校長  添野 龍雄 

 平塚市医師会  理事（公衆衛生担当）  佐藤 陽一郎 

 平塚歯科医師会  常務理事   松本 隆行 

 神奈川県平塚保健福祉事務所  主査  上月 康子 

 市民委員    関口 利恵子 

 市民委員    猪俣 克美 

平成２７年３月現在 
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平塚市食育推進計画進行会議（庁内関連各課） 

部  名 課  名 部  名 課  名 

企画政策部 
企画政策課 

 計画推進担当 
健康・こども部 

保育課 

 保育担当 

産業振興部 

産業振興課 

 産業活性化担当 

健康課 

 健康づくり担当 

農水産課 

農業政策担当 

学校教育部 

教育総務課 

 学務担当 

農水産課 

みなと水産担当 

学校給食課 

 給食担当 

商業観光課 

 商業担当 

教育指導課 

 教育指導担当 

市民部 
市民情報・相談課 

 消費生活担当 
社会教育部 

社会教育課 

 文化財保護担当 

福祉部 
高齢福祉課 

 介護予防担当 

中央公民館 

 公民館担当 

平成２７年３月現在 

第２次平塚市食育推進計画策定の経過 

会 議 等 議 題 等 

平
成
２
５
年
度 

１０月３１日 第２回平塚市食育推進計画進行会議 ・第２次平塚市食育推進計画 

・食育推進のための実態調査 ２月２１日 第３回平塚市食育推進計画進行会議 

３月２５日 第２回平塚市食育推進会議 

平
成
２
６
年
度 

５月２日～５月３０日 平塚市食育推進のための実態調査 

  ７月２５日 第１回平塚市食育推進計画進行会議 ・実態調査結果 

・第２次平塚市食育推進計画素案たたき台 
  ８月１１日 第１回平塚市食育推進会議 

  ９月３０日 第２回平塚市食育推進計画進行会議 ・第２次平塚市食育推進計画素案 

１０月２０日 第２回平塚市食育推進会議 

１１月７日 第１回関係課長会議 

１１月２０日 庁議 

１２月１９日～１月１９日 意見募集（パブリックコメント）の実施 

  １月２９日 第３回平塚市食育推進計画進行会議 ・パブリックコメント手続きによる意見 

・第２次平塚市食育推進計画案 

  ２  ２月１０日 第３回平塚市食育推進会議 ・パブリックコメントの結果 

・第２次平塚市食育推進計画案 ２月１０日 第２回関係課長会議 

３月２４日 庁議 



64 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的　　：

調査対象：

抽出方法：

調査方法：

調査期間：

回収結果：

性別・年齢別回収結果
性別 年齢 標本数 回収数 回収率 性別 年齢 標本数 回収数 回収率

０～５歳 60 30 50.0% ０～５歳 68 32 47.1%
６～１０歳 85 29 34.1% ６～１０歳 73 30 41.1%
１１～１５歳 84 34 40.5% １１～１５歳 73 38 52.1%
１６～１９歳 73 24 32.9% １６～１９歳 63 19 30.2%
２０歳代 194 44 22.7% ２０歳代 146 37 25.3%
３０歳代 218 48 22.0% ３０歳代 221 96 43.4%
４０歳代 280 67 23.9% ４０歳代 236 111 47.0%
５０歳代 199 69 34.7% ５０歳代 203 110 54.2%
６０歳代 264 137 51.9% ６０歳代 243 147 60.5%
７０～７４歳 98 55 56.1% ７０～７４歳 119 80 67.2%

1,555 537 34.5% 1,445 700 48.4%

地区別回収結果 全年齢回収結果
地区 標本数 回収数 回収率 年齢 標本数 回収数 回収率

海岸 474 198 41.8% ０～５歳 128 62 48.4%
平塚 449 182 40.5% ６～１０歳 158 59 37.3%
大野 700 282 40.3% １１～１５歳 157 72 45.9%
豊田 55 24 43.6% １６～１９歳 136 43 31.6%
城島 38 17 44.7% ２０歳代 340 81 23.8%
岡崎 114 46 40.4% ３０歳代 439 144 32.8%
金田 121 49 40.5% ４０歳代 516 178 34.5%
神田 306 124 40.5% ５０歳代 402 179 44.5%
金目 182 76 41.8% ６０歳代 507 284 56.0%
土沢 78 25 32.1% ７０～７４歳 217 135 62.2%
旭 483 214 44.3% 合計 3,000 1,237 41.2%

合計 3,000 1,237 41.2%

　有効回答数（率） １，２３７（４１．２％）

男
性

女
性

合計 合計

平成２６年度平塚市食育推進のための実態調査

　本市の食育を推進していくための基礎資料として活用するとともに、平塚市食育推進計画の達成
状況を確認するため。

　平成２６年４月３０日現在で住民基本台帳に登録された０歳から７４歳までの男女３，０００人

　住民基本台帳から無作為に抽出

　郵送によるアンケート方式（無記名回答方式）

　平成２６年５月２日から平成２６年５月３０日
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（人）
59
8

311
197
234
177
12

無職
その他

職業の内訳
自営業
農林漁業

パート、アルバイト等
家事専業

会社員、公務員、団体職員

自営業

６％
農林漁業

１％

会社員、公

務員、団体

職員

３１％

パート、アル

バイト等

２０％

家事専業

２３％

無職

１８％

その他

１％

職業の内訳

0 50 100 150 200 250 300

０～５歳

６～１０歳

１１～１５歳

１６～１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０～７４歳

人

性別・年齢別回収数

男性

女性

0

100

200

300

400
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700

800

海岸 平塚 大野 豊田 城島 岡崎 金田 神田 金目 土沢 旭

人
地区別標本数と回収数

標本数 回収数
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問４　あなたの家族構成は次のどちらですか。
０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

一人暮らし 0.0% 0.0% 0.0% 4.7% 11.1% 9.0% 6.7% 5.0% 9.5% 11.9% 7.1%
夫婦だけ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.2% 15.3% 10.7% 20.7% 42.3% 45.2% 21.3%
親と子（２世代） 87.1% 76.3% 83.3% 76.7% 64.2% 66.7% 69.1% 59.8% 38.0% 34.8% 58.6%

祖父母と親と子
（３世代）

12.9% 22.0% 16.7% 18.6% 17.3% 9.0% 12.9% 11.7% 8.8% 5.9% 11.7%

その他 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.2% 0.0% 0.6% 2.8% 1.4% 2.2% 1.2%

問５　あなたの健康状態は次のうちどちらですか。
０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

大変よい 62.9% 71.2% 54.2% 32.6% 18.5% 13.9% 15.7% 7.8% 5.4% 7.5% 19.2%
よい 32.3% 22.0% 25.0% 27.9% 38.3% 38.9% 34.8% 30.7% 30.7% 31.3% 32.1%
普通 4.8% 6.8% 16.7% 34.9% 39.5% 38.2% 39.3% 50.8% 46.4% 38.8% 37.7%
あまりよくない 0.0% 0.0% 4.2% 4.7% 3.7% 8.3% 7.3% 10.1% 13.9% 17.2% 9.2%
よくない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 2.8% 0.6% 3.6% 5.2% 1.9%

問６　あなたは日頃、次のうちで主に感じることはありますか。
０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

特になし 93.3% 78.9% 59.7% 30.2% 32.1% 40.6% 40.2% 48.9% 64.1% 66.7% 54.5%
眠い 0.0% 1.8% 19.4% 37.2% 37.0% 28.0% 25.3% 19.7% 7.6% 6.1% 17.2%
朝起きられない 5.0% 10.5% 11.1% 14.0% 7.4% 2.8% 4.0% 2.8% 1.1% 1.5% 4.1%
だるい 0.0% 0.0% 2.8% 7.0% 3.7% 7.0% 9.8% 9.0% 5.1% 3.8% 5.8%
やる気がしない 0.0% 0.0% 2.8% 2.3% 9.9% 5.6% 4.0% 5.1% 5.4% 4.5% 4.6%
イライラする 0.0% 3.5% 1.4% 4.7% 3.7% 7.7% 5.7% 4.5% 4.0% 4.5% 4.4%
ボンヤリする 0.0% 1.8% 1.4% 0.0% 0.0% 0.7% 0.6% 1.1% 0.0% 2.3% 0.7%
体調を崩しやすい 1.7% 3.5% 1.4% 4.7% 3.7% 6.3% 5.7% 4.5% 8.7% 8.3% 5.8%
その他 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 1.4% 4.6% 4.5% 4.0% 2.3% 2.8%

問７　食事で気をつけていることはありますか。※複数回答あり。
０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

栄養バランス 82.3% 61.0% 41.7% 30.2% 45.7% 61.8% 63.5% 69.3% 68.3% 74.1% 63.6%

食事の時間
（リズム）

61.3% 47.5% 22.2% 18.6% 22.2% 39.6% 35.4% 39.1% 39.8% 43.0% 37.9%

食べる量 48.4% 22.0% 31.9% 41.9% 33.3% 44.4% 56.2% 59.2% 63.7% 63.0% 52.3%
マナー 53.2% 40.7% 25.0% 18.6% 19.8% 33.3% 25.8% 8.9% 7.0% 5.2% 19.1%
食品の安全性 45.2% 16.9% 26.4% 7.0% 24.7% 34.0% 39.3% 45.3% 46.1% 50.4% 38.7%
特になし 6.5% 22.0% 27.8% 32.6% 19.8% 14.6% 11.8% 8.9% 8.8% 5.9% 12.8%
その他 0.0% 0.0% 0.0% 4.7% 4.9% 6.3% 3.9% 2.2% 4.6% 4.4% 3.6%

問８　あなたが朝食を食べる頻度はどのくらいですか。
０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

ほとんど毎日 96.8% 96.6% 90.3% 73.8% 67.9% 79.7% 83.1% 80.4% 90.1% 97.8% 86.0%
週に４～５回 3.2% 1.7% 2.8% 4.8% 12.3% 6.3% 7.3% 5.6% 1.8% 0.7% 4.5%
週に２～３回 0.0% 1.7% 2.8% 7.1% 8.6% 7.0% 2.2% 6.1% 2.8% 0.7% 3.8%
週に１回 0.0% 0.0% 1.4% 7.1% 2.5% 1.4% 1.1% 1.7% 1.1% 0.0% 1.3%
月に２～３回 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 2.1% 1.7% 1.7% 0.7% 0.0% 1.1%
食べない 0.0% 0.0% 2.8% 7.1% 6.2% 3.5% 4.5% 4.5% 3.5% 0.7% 3.4%
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問９　朝食を食べると答えた方へ。どのようなものをよく食べていますか。※複数回答あり。
０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

主食 100.0% 100.0% 97.1% 94.9% 90.8% 93.5% 95.3% 88.9% 93.1% 93.3% 93.7%
主菜 53.2% 59.3% 55.7% 53.8% 39.5% 50.0% 53.5% 52.0% 64.2% 73.9% 57.2%
副菜 38.7% 50.8% 48.6% 51.3% 32.9% 42.0% 45.3% 53.2% 65.7% 76.1% 53.7%
乳製品 79.0% 59.3% 67.1% 46.2% 40.8% 44.9% 59.4% 54.4% 60.9% 63.4% 57.7%
果物 51.6% 35.6% 31.4% 20.5% 14.5% 26.1% 28.8% 33.3% 44.2% 59.7% 36.6%
健康補助食品 0.0% 1.7% 2.9% 7.7% 6.6% 10.9% 8.8% 17.0% 14.2% 11.9% 10.5%
菓子類 22.6% 15.3% 21.4% 20.5% 15.8% 15.9% 12.9% 11.7% 15.7% 21.6% 16.3%
その他 0.0% 1.7% 1.4% 0.0% 2.6% 1.4% 1.8% 5.3% 4.7% 0.7% 2.7%

問１０　朝食を食べないと答えた方へ。食べない理由はなんですか。 （人）
０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

食べないと回答 0 0 2 3 5 5 8 8 10 1 42
食べる習慣がない 0 0 0 0 2 2 3 6 6 0 19
時間がない 0 0 2 1 0 2 2 0 1 0 8
食欲がない 0 0 0 2 3 1 2 1 1 0 10

食事の用意ができ

ていない 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

ダイエットのため 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
体調が悪い 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 3

問１１　あなたは朝食を家族と食べることはどのくらいありますか。
０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

ほとんど毎日 88.7% 86.4% 59.2% 22.0% 19.8% 38.5% 37.9% 32.4% 53.5% 68.1% 48.5%
週に４～５日 3.2% 6.8% 5.6% 9.8% 11.1% 7.7% 7.3% 6.1% 6.3% 1.5% 6.3%
週に２～３日 4.8% 5.1% 5.6% 12.2% 14.8% 15.4% 15.3% 14.0% 6.7% 4.4% 10.2%
週に１日程度 0.0% 0.0% 2.8% 4.9% 12.3% 8.4% 10.7% 12.3% 5.6% 5.2% 7.3%
ほとんどない 3.2% 1.7% 26.8% 46.3% 29.6% 21.0% 23.2% 30.2% 18.3% 9.6% 20.7%
一人暮らし 0.0% 0.0% 0.0% 4.9% 12.3% 9.1% 5.6% 5.0% 9.5% 11.1% 7.0%

問１２　あなたは夕食を家族と食べることはどのくらいありますか。
０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

ほとんど毎日 95.2% 98.3% 81.9% 53.5% 43.2% 56.3% 51.1% 50.8% 69.7% 77.8% 64.7%
週に４～５日 0.0% 1.7% 11.1% 11.6% 12.3% 9.0% 12.9% 13.4% 8.5% 3.7% 9.1%
週に２～３日 3.2% 0.0% 6.9% 18.6% 14.8% 19.4% 20.2% 16.2% 3.9% 2.2% 10.8%
週に１日程度 0.0% 0.0% 0.0% 7.0% 9.9% 3.5% 3.9% 6.7% 2.5% 2.2% 3.6%
ほとんどない 1.6% 0.0% 0.0% 4.7% 7.4% 2.8% 6.2% 8.9% 6.7% 3.0% 5.1%
ひとり暮らし 0.0% 0.0% 0.0% 4.7% 12.3% 9.0% 5.6% 3.9% 8.8% 11.1% 6.6%

問１３　あなたは噛み方、味わい方といった食べ方に関心がありますか。
０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

関心がある 11.3% 23.7% 15.5% 11.9% 13.8% 26.6% 18.8% 22.9% 27.4% 33.6% 22.9%

どちらかといえば
関心がある

16.1% 16.9% 28.2% 28.6% 38.8% 35.0% 36.9% 36.0% 41.6% 43.8% 35.7%

どちらかといえば
関心がない

11.3% 16.9% 21.1% 21.4% 18.8% 21.0% 24.4% 30.3% 20.3% 17.2% 21.4%

関心がない 11.3% 18.6% 12.7% 26.2% 27.5% 12.6% 15.3% 7.4% 7.8% 3.9% 11.9%
わからない 50.0% 23.7% 22.5% 11.9% 1.3% 4.9% 4.5% 3.4% 2.8% 1.6% 8.1%
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問１４　あなたは普段の食生活において、よく噛んで、味わって食べていますか。
０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

食べている 24.2% 30.5% 26.8% 25.6% 15.0% 12.0% 17.1% 16.0% 22.4% 32.8% 21.0%

どちらかといえ

ば食べている
37.1% 47.5% 42.3% 32.6% 37.5% 43.7% 44.0% 43.4% 48.0% 48.1% 44.1%

どちらかといえ

ば食べていない
22.6% 18.6% 14.1% 27.9% 26.3% 28.2% 31.4% 33.7% 25.6% 13.7% 25.6%

食べていない 0.0% 0.0% 2.8% 4.7% 16.3% 11.3% 5.1% 4.6% 2.1% 3.1% 4.9%
わからない 16.1% 3.4% 14.1% 9.3% 5.0% 4.9% 2.3% 2.3% 1.8% 2.3% 4.3%

問１５　食品全般を買う際、どんなことを確認しますか。 ※１６歳以上対象で複数回答あり。
１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

65.1% 71.6% 70.1% 71.9% 79.9% 73.6% 77.0% 73.9%
18.6% 21.0% 38.9% 37.6% 43.6% 39.4% 45.9% 38.3%
7.0% 33.3% 38.9% 49.4% 56.4% 64.8% 58.5% 51.5%
9.3% 3.7% 13.2% 14.0% 11.7% 14.1% 14.8% 12.6%

76.7% 77.8% 64.6% 59.0% 55.3% 45.8% 39.3% 55.2%
23.3% 18.5% 14.6% 9.6% 2.8% 3.9% 3.7% 8.0%
11.6% 12.3% 13.9% 14.6% 12.3% 16.5% 26.7% 15.9%
27.9% 30.9% 14.6% 12.9% 13.4% 13.7% 10.4% 15.1%
7.0% 1.2% 1.4% 1.1% 0.0% 0.7% 0.7% 1.1%
2.3% 2.5% 1.4% 1.1% 3.9% 0.4% 0.7% 1.5%
0.0% 7.4% 2.1% 1.7% 1.1% 2.1% 1.5% 2.1%

16.3% 2.5% 2.8% 3.4% 2.8% 1.4% 3.0% 3.1%
0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.6% 1.4% 0.0% 0.7%

問１６　野菜や魚、肉を購入する際、産地を確認しますか。 ※１６歳以上対象。
１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

確認する 66.7% 60.5% 83.7% 84.1% 87.4% 83.6% 93.8% 83.1%
確認しない 33.3% 39.5% 16.3% 15.9% 12.6% 16.4% 6.2% 16.9%

※１６歳以上対象。
１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

32.1% 30.6% 48.3% 54.1% 55.0% 56.6% 56.8% 52.4%
10.7% 18.4% 9.3% 6.1% 7.3% 5.7% 3.4% 7.1%
57.1% 51.0% 42.4% 39.9% 37.7% 37.7% 39.8% 40.5%

賞味期限・消費期限

産地
鮮度
食品添加物
値段
内容量
安全性
おいしさ
話題性
ブランド
簡便性

問１７　問１６で「確認する」と答えた方へ。地元産のものを優先したいと思いますか。

栄養表示
その他

優先したいと思う
優先したいと思わない

どちらともいえない
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（人）
１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

小松菜 2 7 24 32 25 42 19 151
ほうれん草 0 4 9 6 25 26 9 79
トマト 0 10 14 18 32 45 22 141
きゅうり 4 18 20 49 40 65 27 223
キャベツ 1 0 2 7 9 7 8 34
しらす 4 25 44 74 78 136 43 404
アジ、いわし 0 6 11 17 20 46 26 126
米 3 6 18 28 31 31 15 132
ヤーコン 1 2 2 10 5 7 0 27
もやし 0 0 0 0 0 0 0 0
いちご 1 7 28 38 35 44 22 175
玉ねぎ 0 1 2 4 1 6 5 19
ごぼう 0 0 0 0 0 0 0 0
人参 0 1 1 2 1 0 1 6
さつまいも 1 1 5 15 12 23 7 64
さといも 0 1 1 2 4 9 5 22
落花生 0 1 1 7 2 3 2 16
長ネギ 1 4 11 9 13 19 9 66
バラ 1 3 4 10 12 12 4 46
枝豆 0 0 0 0 3 4 1 8
ナス 0 0 1 1 3 5 1 11
梨 1 1 1 3 3 0 1 10
牛乳 0 0 0 0 0 0 0 0
大根 0 3 5 3 5 10 7 33
たたみいわし 0 0 1 2 2 3 1 9
メロン 0 0 0 0 1 1 0 2
豚肉 0 2 1 2 4 9 1 19
三つ葉 0 0 0 0 0 0 0 0
サバ 0 0 0 1 0 2 1 4
キス 0 0 0 0 0 0 0 0
ぶどう 0 1 0 0 0 0 1 2
じゃが芋 1 1 0 1 1 1 1 6
レタス 0 0 1 0 1 3 0 5
万能ねぎ 0 0 0 0 0 0 0 0
モロヘイヤ 0 0 1 1 1 0 1 4
あゆ 0 0 0 0 0 0 0 0
ブロッコリー 0 1 0 3 0 0 0 4
たまご 0 0 0 0 0 0 0 0
ピーマン 0 0 0 0 0 0 0 0
みかん 0 0 2 0 0 2 1 5
そうめんこ 0 0 0 0 0 0 0 0
たちうお 0 0 0 0 0 1 0 1
いか 0 0 0 0 0 0 0 0
柿 0 0 0 0 0 1 1 2
すいか 0 0 0 0 0 0 0 0
ゴーヤ 0 0 0 0 0 0 0 0
栗 0 0 0 0 0 0 0 0
白菜 0 0 0 1 2 2 4 9
さんま 0 0 0 0 0 1 0 1
鶏肉 0 0 0 0 0 0 0 0
かます 0 0 0 0 0 0 0 0
鯛 0 0 0 0 0 0 0 0
麦 0 0 0 0 0 0 0 0
あさり 0 0 0 0 0 1 0 1
はちみつ 0 0 0 0 0 0 0 0
いんげん 0 0 1 0 0 0 0 1
カーネーション 0 1 0 1 1 0 0 3
シクラメン 0 1 0 0 0 0 0 1
トウモロコシ 0 0 0 0 1 1 0 2
桃 0 0 0 0 0 1 0 1
野菜 0 1 4 3 7 21 13 49
かぶ 0 0 1 0 0 1 0 2
わかめ 0 0 0 0 0 0 1 1
果物 0 1 0 0 1 6 2 10
アスパラガス 0 1 0 0 0 0 0 1
かぼちゃ 0 0 0 1 0 0 0 1
しいたけ 0 0 0 0 1 0 0 1
たけのこ 0 0 0 0 0 0 1 1
ミニトマト 0 0 1 0 0 0 0 1
湘南ゴールド 0 0 0 0 1 2 0 3

問１８　平塚でとれる地場産品（農水産物）で思い浮かぶものはありますか。※１６歳以上対象で複数回答あり。
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問１９　地場産品を使うことの利点は何だと思いますか。 ※１６歳以上対象で複数回答あり。
１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

32.6% 46.9% 50.7% 37.6% 50.3% 44.4% 51.1% 45.7%
79.1% 76.5% 79.2% 80.9% 91.1% 87.0% 86.7% 84.4%
27.9% 17.3% 22.9% 21.3% 22.9% 23.6% 19.3% 22.1%
46.5% 18.5% 31.3% 30.9% 36.9% 40.1% 50.4% 36.7%
4.7% 0.0% 2.8% 6.2% 5.6% 3.9% 5.2% 4.3%

18.6% 39.5% 23.6% 22.5% 29.6% 18.0% 15.6% 22.9%
0.0% 4.9% 3.5% 5.1% 2.8% 5.6% 5.9% 4.5%
0.0% 7.4% 4.2% 7.3% 1.1% 1.4% 3.7% 3.4%

問２０　どれくらいの頻度で魚を食べていますか。 ※１６歳以上対象。
１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

2.3% 1.2% 3.5% 3.4% 5.1% 12.7% 12.5% 7.2%
23.3% 27.2% 17.7% 34.3% 30.3% 38.2% 48.4% 33.1%
51.2% 49.4% 59.6% 44.0% 46.3% 39.3% 34.4% 44.8%
11.6% 18.5% 16.3% 12.0% 14.9% 6.9% 3.9% 11.2%
4.7% 2.5% 2.8% 5.1% 0.6% 1.8% 0.8% 2.4%
4.7% 1.2% 0.0% 1.1% 2.9% 1.1% 0.0% 1.3%
2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

※１６歳以上対象。
１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

2.4% 0.0% 1.4% 2.3% 1.7% 1.8% 5.5% 2.2%
0.0% 1.3% 5.7% 4.0% 4.0% 13.4% 20.5% 8.5%
9.5% 17.5% 8.5% 18.4% 23.6% 28.5% 30.7% 21.8%
7.1% 7.5% 10.6% 20.1% 13.8% 17.3% 13.4% 14.6%
9.5% 25.0% 28.4% 21.8% 26.4% 15.2% 14.2% 20.5%

61.9% 43.8% 33.3% 25.3% 23.6% 18.8% 12.6% 25.7%
9.5% 5.0% 12.1% 8.0% 6.9% 5.1% 3.1% 6.8%

問２２　「食育」について関心がありますか。 ※１６歳以上対象。
１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

14.0% 18.5% 29.8% 20.5% 23.4% 30.5% 36.7% 26.6%
23.3% 39.5% 37.6% 49.4% 45.1% 39.4% 35.2% 40.7%
32.6% 18.5% 22.0% 20.5% 19.4% 19.4% 14.8% 19.8%
11.6% 14.8% 4.3% 5.1% 4.6% 6.8% 3.1% 6.2%
18.6% 8.6% 6.4% 4.5% 7.4% 3.9% 10.2% 6.7%

１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体
31.3% 53.2% 68.4% 70.7% 70.8% 52.3% 44.6% 59.6%
75.0% 70.2% 76.8% 68.3% 84.2% 88.7% 88.0% 81.0%
0.0% 12.8% 4.2% 8.1% 11.7% 6.7% 17.4% 9.2%

25.0% 12.8% 8.4% 17.1% 18.3% 19.5% 14.1% 16.3%
12.5% 10.6% 9.5% 17.1% 22.5% 17.4% 30.4% 18.3%
25.0% 17.0% 18.9% 22.0% 19.2% 14.9% 14.1% 17.7%
6.3% 2.1% 3.2% 2.4% 2.5% 2.1% 0.0% 2.2%

わからない

生産者がわかる
新鮮
安い
安全
栄養がある
自給率を上げる
特に利点はない
その他

週に５回以上
週に３～４回
週に１～２回
月に２～３回
月に１回程度
食べない
その他

週に５回以上

月に１回程度

問２１　どのくらいの頻度で地元産の野菜、果物、花などの農産物を購入できる直売所を利用
したことがありますか。

利用したことがない
その他

週に３～４回
週に１～２回
月に２～３回

その他

関心がある

どちらかといえば関心がある
どちらかといえば関心がない

問２３　問２２で「関心がある」又は「どちらかといえば関心がある」と答えた方へ。
         「食育」に関心がある理由は何ですか。 ※１６歳以上対象で複数回答あり。

関心がない

子ども達の心身の健全な発育
生活習慣病の予防や健康づくり
消費者と生産者の交流
食にまつわる地域の文化や伝統
食糧自給率
食べ残しや食品廃棄
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問２４　「村井弦斎」という人を知っていますか。 ※１６歳以上対象。
１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

27.9% 24.7% 15.6% 28.4% 42.6% 37.1% 31.8% 31.6%
25.6% 30.9% 38.3% 40.9% 36.4% 40.7% 40.3% 38.2%
46.5% 44.4% 46.1% 30.7% 21.0% 22.1% 27.9% 30.2%

問２５　毎日の食生活で、健康的な食事内容を心がけていますか。 ※１６歳以上対象。
１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

53.5% 66.7% 76.6% 80.7% 86.4% 87.0% 94.5% 82.3%
46.5% 33.3% 23.4% 19.3% 13.6% 13.0% 5.5% 17.7%

問２６　問２５で「はい」と答えた方へ。具体的にどのような食事内容を心がけていますか。
※１６歳以上対象で複数回答あり。

１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体
4.3% 9.3% 8.3% 13.4% 19.7% 14.6% 19.0% 14.5%

47.8% 38.9% 47.2% 52.1% 55.3% 55.4% 67.8% 54.3%
65.2% 51.9% 53.7% 62.7% 59.9% 65.4% 76.9% 63.2%
34.8% 35.2% 40.7% 42.3% 55.9% 58.8% 71.1% 52.7%
21.7% 29.6% 32.4% 40.8% 51.3% 55.4% 72.7% 49.2%
56.5% 53.7% 39.8% 46.5% 57.2% 51.7% 66.1% 52.6%
0.0% 3.7% 7.4% 4.2% 0.7% 2.1% 4.1% 3.2%

問２７①　あなたの身長を教えてください。 ※１６歳以上対象。
１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

0 0 0 0 0 0 1 1
0 1 3 4 8 18 22 56

18 19 53 71 64 110 50 385
8 29 47 52 66 95 44 341

15 24 28 41 33 50 10 201
0 5 3 3 1 5 1 18

問２７②　あなたの体重を教えてください。 ※１６歳以上対象。
１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

0 1 3 0 2 4 3 13
14 16 30 39 33 45 35 212
16 20 55 55 63 97 38 344
9 18 22 42 40 86 33 250
2 12 14 21 20 36 16 121
0 5 6 10 12 6 2 41
0 1 1 2 1 1 0 6
0 2 0 0 0 0 0 2

問２８　あなたは自分の体形をどう思いますか。 ※１６歳以上対象。
１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

11.6% 11.1% 4.2% 8.0% 6.3% 6.8% 9.2% 7.4%
16.3% 6.2% 10.6% 4.5% 6.3% 10.8% 9.2% 8.6%
48.8% 34.6% 36.6% 38.6% 35.4% 37.6% 40.5% 37.9%
14.0% 23.5% 35.2% 28.4% 38.9% 26.9% 28.2% 29.7%
9.3% 23.5% 12.7% 20.5% 13.1% 17.6% 12.2% 16.1%
0.0% 1.2% 0.7% 0.0% 0.0% 0.4% 0.8% 0.4%

80kg以上90kg未満

50kg以上60kg未満
60kg以上70kg未満
70kg以上80kg未満

食塩の摂取量を控える
適切な食事の量を意識
その他

160cm以上170cm未満
170cm以上180cm未満
180cm以上

30kg以上40kg未満
40kg以上50kg未満

やややせている
ふつう

90kg以上100kg未満
100kg以上

やや太っている
太っている
わからない

食事バランスガイドを参考
１日２食以上、主食・主菜・副菜をそろえて食べる

毎食、野菜を食べる
脂肪の多い食品や油を控える

やせている

130cm以上140cm未満
140cm以上150cm未満
150cm以上160cm未満

いいえ

知っている
名前だけはしっている

知らない

はい
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１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体
52.4% 39.5% 40.0% 46.3% 55.2% 61.9% 65.9% 53.2%
2.4% 6.2% 7.9% 10.9% 8.6% 13.7% 17.9% 10.9%
2.4% 1.2% 0.7% 3.4% 1.1% 1.1% 3.3% 1.8%

42.9% 53.1% 51.4% 39.4% 35.1% 23.3% 13.0% 34.0%

１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体
１皿分 59.5% 60.5% 60.7% 58.3% 62.1% 53.3% 53.7% 57.6%
２皿分 4.8% 16.0% 12.1% 16.0% 13.8% 15.6% 19.5% 14.9%
３皿分以上 4.8% 2.5% 0.7% 2.3% 2.3% 3.0% 4.1% 2.6%
たべない 31.0% 21.0% 26.4% 23.4% 21.8% 28.1% 22.8% 24.9%

１６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体
１皿分 45.2% 54.3% 38.6% 49.1% 42.0% 39.3% 39.0% 42.8%
２皿分 45.2% 34.6% 45.0% 37.7% 42.5% 41.5% 37.4% 40.6%
３皿分以上 7.1% 7.4% 10.7% 12.0% 13.8% 13.3% 18.7% 12.7%
たべない 2.4% 3.7% 5.7% 1.1% 1.7% 5.9% 4.9% 3.9%

０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

湘南ひらつか
魚まつり朝市 25.8% 13.6% 13.9% 14.0% 27.2% 31.3% 40.4% 52.5% 61.3% 62.2% 42.9%

親子野菜づくり
体験教室 3.2% 10.2% 9.7% 2.3% 3.7% 3.5% 6.7% 5.6% 5.3% 8.9% 5.9%

親子料理教室 19.4% 11.9% 13.9% 11.6% 7.4% 9.7% 15.2% 14.5% 8.8% 6.7% 11.4%
離乳食教室 58.1% 18.6% 1.4% 7.0% 16.0% 38.9% 22.5% 14.5% 9.9% 8.1% 18.2%
育児講座 25.8% 5.1% 1.4% 4.7% 12.3% 14.6% 9.6% 8.9% 5.3% 9.6% 9.2%
料理教室 4.8% 5.1% 9.7% 4.7% 7.4% 9.7% 10.7% 13.4% 17.3% 28.9% 13.4%
健康教室 14.5% 8.5% 4.2% 2.3% 3.7% 3.5% 6.7% 15.6% 19.0% 25.2% 12.4%
消費生活展 0.0% 0.0% 1.4% 4.7% 2.5% 2.1% 1.7% 5.6% 4.9% 3.7% 3.2%

食品の放射性物

質簡易検査 1.6% 1.7% 1.4% 2.3% 3.7% 2.1% 7.9% 3.9% 4.9% 6.7% 4.4%

村井弦斎まつり 11.3% 13.6% 18.1% 25.6% 21.0% 18.1% 35.4% 50.8% 44.7% 36.3% 33.3%

湘南ひらつかふれあ

いマーケット 24.2% 16.9% 16.7% 16.3% 25.9% 35.4% 42.7% 52.5% 43.3% 48.1% 38.3%

でてこいまつり 16.1% 15.3% 25.0% 23.3% 17.3% 25.0% 32.0% 41.3% 38.4% 37.0% 31.3%

中学生お弁当
コンクール 6.5% 8.5% 40.3% 18.6% 9.9% 5.6% 21.9% 19.0% 6.3% 5.2% 12.9%

学校給食での地場産

品の活用と食文化の

継承
11.3% 22.0% 40.3% 18.6% 9.9% 8.3% 21.3% 9.5% 4.2% 3.7% 12.0%

その他 1.6% 1.7% 1.4% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 0.4%

１皿分
２皿分
３皿分以上
たべない

問２９①　日頃、野菜やいも、海藻などのおかず（副菜）を朝食でどのくらい食べますか。※１６歳以上対象。

問２９②　日頃、野菜やいも、海藻などのおかず（副菜）を昼食でどのくらい食べますか。※１６歳以上対象。

問３０　平塚市で行っている食育事業で知っているものはありますか※複数回答あり。

問２９③　日頃、野菜やいも、海藻などのおかず（副菜）を夕食でどのくらい食べますか。※１６歳以上対象。
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０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

湘南ひらつか

魚まつり朝市 9.7% 3.4% 4.2% 2.3% 7.4% 4.9% 9.0% 15.6% 19.4% 23.7% 12.6%

親子野菜づくり

体験教室
0.0% 1.7% 2.8% 2.3% 0.0% 2.1% 1.7% 0.0% 0.7% 0.0% 1.0%

親子料理教室 1.6% 5.1% 5.6% 0.0% 3.7% 2.8% 5.1% 2.8% 0.7% 0.0% 2.5%
離乳食教室 32.3% 16.9% 0.0% 0.0% 6.2% 17.4% 8.4% 1.7% 1.1% 0.0% 6.5%
育児講座 8.1% 3.4% 1.4% 0.0% 2.5% 5.6% 5.1% 3.4% 0.7% 0.0% 2.8%
料理教室 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.2% 2.1% 1.1% 2.8% 5.6% 5.2% 2.8%
健康教室 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 3.9% 2.5% 6.7% 2.1%
消費生活展 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.6% 2.2% 1.4% 0.7% 0.9%

食品の放射性物

質簡易検査 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

村井弦斎まつり 1.6% 8.5% 6.9% 9.3% 2.5% 2.8% 10.1% 9.5% 10.6% 2.2% 7.2%

湘南ひらつかふれあ

いマーケット 4.8% 8.5% 5.6% 7.0% 4.9% 12.5% 12.4% 19.6% 19.0% 21.5% 14.3%

でてこいまつり 11.3% 13.6% 19.4% 14.0% 13.6% 15.3% 16.3% 22.3% 21.8% 21.5% 18.4%

中学生お弁当

コンクール
0.0% 0.0% 1.4% 4.7% 1.2% 0.0% 0.6% 1.7% 0.4% 0.0% 0.7%

その他 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.7% 0.6% 0.6% 1.1% 0.0% 0.6%

０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

湘南ひらつか

魚まつり朝市 19.4% 23.7% 12.5% 20.9% 28.4% 43.1% 38.2% 39.7% 34.9% 36.3% 33.6%

親子野菜づくり

体験教室 25.8% 37.3% 8.3% 2.3% 12.3% 13.2% 14.6% 2.2% 4.2% 1.5% 9.5%

親子料理教室 27.4% 52.5% 20.8% 2.3% 7.4% 22.2% 12.4% 1.1% 1.1% 0.7% 10.5%
離乳食教室 1.6% 0.0% 1.4% 2.3% 6.2% 8.3% 1.7% 0.0% 0.4% 0.0% 1.9%
育児講座 12.9% 0.0% 0.0% 0.0% 8.6% 9.0% 2.2% 0.0% 0.4% 0.0% 2.7%
料理教室 11.3% 11.9% 22.2% 11.6% 21.0% 22.9% 14.0% 8.4% 13.0% 14.1% 14.6%
健康教室 4.8% 3.4% 2.8% 4.7% 9.9% 11.8% 6.7% 13.4% 14.8% 22.2% 11.5%
消費生活展 3.2% 0.0% 4.2% 0.0% 3.7% 1.4% 2.8% 4.5% 6.3% 5.2% 3.9%

食品の放射性物

質簡易検査 6.5% 1.7% 8.3% 7.0% 7.4% 7.6% 12.4% 7.8% 9.2% 9.6% 8.6%

村井弦斎まつり 3.2% 11.9% 6.9% 11.6% 19.8% 9.0% 12.4% 13.4% 8.8% 8.1% 10.5%

湘南ひらつかふれあ

いマーケット 16.1% 16.9% 9.7% 11.6% 22.2% 25.7% 25.8% 26.8% 16.2% 22.2% 20.8%

でてこいまつり 9.7% 10.2% 18.1% 11.6% 9.9% 9.0% 8.4% 10.1% 13.7% 17.0% 11.8%

中学生お弁当

コンクール
4.8% 11.9% 19.4% 2.3% 0.0% 2.8% 3.9% 2.2% 1.4% 0.7% 3.6%

その他 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.6% 1.1% 0.7% 0.6%

問３３　農林水産業の作業などを体験したことがありますか。
０～５歳 ６～１０歳 １１～１５歳 １６～１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０～７４歳 全体

ある 41.9% 56.9% 60.6% 63.4% 58.2% 55.2% 59.0% 56.8% 44.9% 47.2% 53.0%
なし 58.1% 43.1% 39.4% 36.6% 41.8% 44.8% 41.0% 43.2% 55.1% 52.8% 47.0%

問３１　平塚市で行っている食育事業で参加したころがあるものはありますか※複数回答あり。

問３２　平塚市で行っている食育事業で参加したい、または興味がある事業はありますか※複数回答あり。
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食育
しょくいく

推進
すいしん

のための実態
じったい

調査票
ちょうさひょう

 

 

問
とい

１ あなたの性別
せいべつ

を教
おし

えてください。（〇は１つ） 

１ 男性
だんせい

          ２ 女性
じょせい

                      

 

問
とい

２ あなたの年齢
ねんれい

を教
おし

えてください。（平成
へいせい

26年
ねん

4月
がつ

1日
にち

現在
げんざい

） 

         歳
さい

   

 

問
とい

３ 次
つぎ

の中
なか

から、あなたにもっともあてはまるものを選
えら

んでください。（〇は１つ） 

１  乳
にゅう

幼児
よ う じ

       ２ 学生
がくせい

（児童
じ ど う

・生徒
せ い と

含
ふく

む）  ３ 自
じ

営
え い

業
ぎょう

  

４ 農
の う

林
り ん

漁
ぎ ょ

業
ぎょう

      ５ 会
か い

社
し ゃ

員
い ん

、公
こ う

務
む

員
い ん

、団
だ ん

体
た い

職
しょく

員
い ん

 ６ パート
ぱ ー と

、アルバイト
あ る ば い と

等
など

   

７ 家事
か じ

専業
せんぎょう

           ８ 無職
むしょく

  

９ その他
ほか

（具体的
ぐたいてき

に：                            ） 

                                               

問
とい

４ あなたの現在
げんざい

の家族
か ぞ く

構成
こうせい

は次
つ ぎ

のどちらですか。（〇は１つ） 

１ 一人暮
ひ と り ぐ

らし         ２ 夫婦
ふ う ふ

だけ        ３ 親
おや

と子
こ

（２世代
せ だ い

）                                  

４ 祖父母
そ ふ ぼ

と親
おや

と子
こ

（３世代
せ だ い

） 

５ その他
ほか

（具体的
ぐたいてき

に：                                             ） 

                                                                                                                 

問
とい

５ あなたの健康
けんこ う

状態
じょうたい

は次のどちらですか。（〇は１つ） 

１ 大変
たいへん

よい          ２ よい            ３ 普通
ふ つ う

                               

４ あまりよくない       ５ よくない 

 

問
とい

６ あなたは日頃
ひ ご ろ

、次
つぎ

のうちで主
おも

に感
かん

じることはありますか。（〇は１つ） 

１ 特
とく

になし         ２ 眠
ねむ

い                 ３ 朝
あさ

起
お

きられない  

４ だるい           ５ やる気
き

がしない        ６ イライラ
い ら い ら

する  

７ ボンヤリ
ぼ ん や り

する        ８ 体調
たいちょう

を崩
くず

しやすい 

９ その他
ほか

（                                                         ） 



75 

 

問
とい

７  食事
し ょ く じ

で気
き

をつけていることはありますか。（あてはまるもの全
すべ

てに〇をつけてく

ださい） 

１ 栄養
えいよう

バランス
ば ら ん す

        ２ 食事
しょくじ

の時間
じ か ん

（リズム
り ず む

）     ３ 食
た

べる量
りょう

                                

４ マナー
ま な ー

                   ５ 食品
しょくひん

の安全性
あんぜんせい

        ６ 特
とく

になし 

７ その他
ほか

（具体的
ぐたいてき

に：                                                  ） 

 

問
とい

８  あなたが朝食
ちょうしょく

を食
た

べる頻度
ひ ん ど

はどのくらいですか。（〇は１つ） 

１ ほとんど毎日
まいにち

       ２ 週
しゅう

に４～５回
かい

      ３ 週
しゅう

に２～３回
かい

                      

４ 週
しゅう

に１回
かい

         ５ 月
つき

に２～３回
かい

     ６ 食
た

べない→（問
とい

１０へ） 

 

問
とい

９ 問
とい

８で１～５と答
こた

えた方
かた

へ。 どのようなものをよく食
た

べていますか。 

（あてはまるもの全
すべ

てに〇をつけてください） 

１ 主食
しゅしょく

（ごはん、パン
ぱ ん

等
など

）     ２ 主
しゅ

菜
さい

（肉
にく

・魚類
さかなるい

、卵
たまご

、大豆
だ い ず

製品
せいひん

、チーズ
ち ー ず

等
など

） 

３ 副菜
ふくさい

（野菜
や さ い

料理
りょうり

、味噌汁
み そ し る

、スープ
す ー ぷ

等
など

    ４ 乳製品
にゅうせいひん

（牛 乳
ぎゅうにゅう

、ヨーグルト
よ ー ぐ る と

等
など

） 

５ 果物
くだもの

                  ６ 健康
けんこう

補助
ほ じ ょ

食品
しょくひん

（サプリメント
さ ぷ り め ん と

を含
ふく

む）    

７ 菓子類
か し る い

 （菓子
か し

パン
ぱ ん

を含
ふく

む）     ８ その他
ほか

（具体的
ぐたいてき

に：           ） 

 

問
とい

１０ 問
とい

８で 「６ 食
た

べない」 と答
こた

えた方
かた

へ。食
た

べない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。（〇は１つ） 

１ 食
た

べる習慣
しゅうかん

がない    ２ 時間
じ か ん

がない          ３ 食欲
しょくよく

がない                                

４ 食事
しょくじ

の用意
よ う い

ができてない  ５ ダイエット
だ い え っ と

のため      ６ 体調
たいちょう

が悪
わる

い 

７ その他
ほか

 （具体的
ぐたいてき

に：                                     ） 

 

問
とい

１１ あなたは朝食
ちょうしょく

を家族
か ぞ く

と食
た

べることはどのくらいありますか。（〇は１つ） 

１ ほとんど毎
まい

日
にち

       ２ 週
しゅう

に 4～5日
にち

       ３ 週
しゅう

に 2～3日
にち

                         

４ 週
しゅう

に 1日
にち

程度
て い ど

       ５ ほとんどない        ６ ひとり暮
ぐ

らし 

 

問
とい

１２ あなたは夕食
ゆうしょく

を家族
か ぞ く

と食
た

べることはどのくらいありますか。（〇は１つ） 

１ ほとんど毎
まい

日
にち

       ２ 週
しゅう

に 4～5日
にち

       ３ 週
しゅう

に 2～3日
にち

                         

４ 週
しゅう

に 1日
にち

程度
て い ど

       ５ ほとんどない        ６ ひとり暮
ぐ

らし 
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問
とい

１３ あなたは噛
か

み方
かた

、味
あじ

わい方
かた

といった食
た

べ方
かた

に関心
かんしん

がありますか。（〇は１つ） 

１ 関心
かんしん

がある                     ２ どちらかといえば関心
かんしん

がある       

３ どちらかといえば関心
かんしん

がない            ４ 関心
かんしん

がない    

５ わからない 

 

問
とい

１４ あなたは普段
ふ だ ん

の食生活
しょくせいかつ

において、よく噛
か

んで、味
あじ

わって食
た

べていますか。（〇は１つ） 

１ 食
た

べている                  ２ どちらかといえば食
た

べている   

３ どちらかといえば食
た

べていない          ４ 食
た

べていない       

５ わからない 

 

１５歳
さい

以下
い か

の方
かた

・・・問
とい

３０（６ページ
ぺ ー じ

）へ進
すす

んでください 

１６歳
さい

以上
い じ ょ う

の方
かた

・・引
ひ

き続
つづ

き、アンケート
あ ん け ー と

の御記入
ご き に ゅ う

をお願
ねが

いします 

 

問
とい

１５ 食品
しょくひん

全般
ぜんぱん

を買
か

う際
さい

、どんなことを確認
かくにん

しますか。（〇は３つまで） 

１ 賞味
しょうみ

期限
き げ ん

・消費
しょうひ

期限
き げ ん

     ２ 産地
さ ん ち

                  ３ 鮮度
せ ん ど

                                        

４ 食品
しょくひん

添加物
てんかぶつ

          ５ 値段
ね だ ん

                  ６ 内容量
ないようりょう

   

７ 安全性
あんぜんせい

                 ８ おいしさ                  ９ 話題性
わだいせい

                                    

10 ブランド
ぶ ら ん ど

               11 簡便性
かんべんせい

         12 栄養
えいよう

表示
ひょうじ

 

13 その他
ほか

（                 ） 

 

問
とい

１６ 野菜
や さ い

や 魚
さかな

、肉
に く

を購入
こうにゅう

する際
さい

、産地
さ ん ち

を確認
かくにん

しますか。（〇は１つ） 

１ 確認
かくにん

する         ２ 確認
かくにん

しない→（問
とい

１８へ） 

 

問
とい

１７ 問
とい

１６で「１ 確認
かくにん

する」と答
こた

えた方
かた

へ。 地元産
じ も と さ ん

のものを優先
ゆうせん

したいと思
おも

います

か。（〇は１つ） 

１ 優先
ゆうせん

したいと思
おも

う    ２ 優先
ゆうせん

したいと思
おも

わない  ３ どちらともいえない                      

 

問
とい

１８ 平塚
ひらつか

でとれる地場
じ ば

産品
さんぴん

（農水
のうすい

産物
さんぶつ

）で思
おも

い浮
う

かぶものはありますか。主
おも

なもの

を３つまで記入
き に ゅ う

してください。 

（           ）（           ）（           ） 
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問
とい

１９ 地場
じ ば

産品
さんぴん

を使
つか

うことの利点
り て ん

は何
なん

だと思
おも

いますか。（〇は３つまで） 

１ 生産者
せいさんしゃ

がわかる        ２ 新鮮
しんせん

                    ３ 安
やす

い                                    

４ 安全
あんぜん

                 ５ 栄養
えいよう

がある               ６ 自給率
じきゅうりつ

を上げる  

７ 特
とく

に利点
り て ん

はない       ８ その他
ほか

（具体的
ぐたいてき

に：                   ） 

問
とい

２０ どれくらいの頻度
ひ ん ど

で 魚
さかな

を食
た

べていますか。（〇は１つ） 

１ 週
しゅう

に５回
かい

以上
いじょう

        ２ 週
しゅう

に３～４回
かい

         ３ 週
しゅう

に１～２回
かい

              

４ 月
つき

に２～３回
かい

       ５ 月
つき

に１回
かい

程度
て い ど

             ６ 食
た

べない 

７ その他
ほか

（具体的
ぐたいてき

：                             ） 

問
とい

２１  どれくらいの頻度
ひ ん ど

で地元産
じ も と さ ん

の野菜
や さ い

、果物
く だ も の

、花
はな

などの農産物
のうさんぶつ

を購入
こうにゅう

できる

直売所
ちょくばいじょ

を利用
り よ う

したことがありますか。（〇は１つ） 

１ 週
しゅう

に５回
かい

以上
いじょう

     ２ 週
しゅう

に３～４回
かい

       ３ 週
しゅう

に１～２回
かい

                                   

４ 月
つき

に２～３回
かい

        ５  月
つき

に１回
かい

程度
て い ど

           ６ 利用
り よ う

したことがない 

７ その他
ほか

（具体的
ぐたいてき

：                             ） 

問
とい

２２ 「食育
しょくいく

」について関心
かんしん

がありますか。（〇は１つ） 

1 関心
かんしん

がある           

２ どちらかといえば関心
かんしん

がある 

３ どちらかといえば関心
かんしん

がない    

４ 関心
かんしん

がない           （問
とい

２４へ）         

５ わからない 

 

問
とい

２３ 問
とい

２２で「１」又
また

は「２」と答
こた

えた方
かた

へ。「食育
しょくいく

」に関心
かんしん

がある理由
り ゆ う

は何
なに

ですか。 

（〇は３つまで） 

1 子
こ

ども達
たち

の心身
しんしん

の健全
けんぜん

な発育
はついく

に関心
かんしん

があるから 

２ 生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の予防
よ ぼ う

や健康
けんこう

づくりに関心
かんしん

があるから 

３ 消費者
しょうひしゃ

と生産者
せいさんしゃ

の交流
こうりゅう

に関心
かんしん

があるから 

４ 食
しょく

にまつわる地域
ち い き

の文化
ぶ ん か

や伝統
でんとう

に関心
かんしん

があるから 

５ 食 料
しょくりょう

自給率
じきゅうりつ

に関心
かんしん

があるから 

６ 食
た

べ残
のこ

しや食品
しょくひん

廃棄
は い き

に関心
かんしん

があるから 

７ その他
ほか

（                                         ） 

食育
しょくいく

基本法
きほんほう

の中
なか

では、「食育
しょくいく

」を 

①生
い

きる上
うえ

での基本
き ほ ん

であって、知育
ち い く

・

徳育
とくいく

及
およ

び体育
たいいく

の基礎
き そ

となるべきもの 

②様々
さまざま

な経験
けいけん

を通
つう

じて「食
しょく

」に関
かん

する

知識
ち し き

と「食
しょく

」を選択
せんたく

する力
ちから

を習
しゅう

得
とく

し、

健全
けんぜん

な食生活
しょくせいかつ

を実践
じっせん

することができる

人間
にんげん

を育
そだ

てることと位置
い ち

付
づ

けています。 
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『 １ 皿
さ ら

分
ぶん

』  

野 菜
や さ い

サラダ
さ ら だ

、  ポテトサラダ
ぽ て と さ ら だ

、  酢
す

の物
も の

、  お浸
ひた

し、  ごまあえ、  具
ぐ

だくさんみそ汁
し る

、  野 菜
や さ い

スープ、  

煮
に

豆
ま め

、  コーンスープ
こ ー ん す ー ぷ

、  きのこソテー
そ て ー

、  ひじきの煮 物
に も の

、  きんぴらごぼう、  切
き

り干
ぼ

し大 根
だ い こ ん

煮 物
に も の

 など  

『 ２ 皿 分
さ ら ぶ ん

』  野 菜
や さ い

の煮 物
に も の

、  野 菜
や さ い

炒
い た

め、  芋
い も

の煮
に

ころがし、  コロッケ
こ ろ っ け

 など  

問
とい

２４ 「村井
む ら い

弦
げん

斎
さい

（明治
め い じ

時代
じ だ い

から昭和
し ょ う わ

時代
じ だ い

にかけて平塚
ひ ら つ か

に住
す

み、食育
しょ くい く

の重要性
じゅうようせい

を説
と

いた

小説家
し ょ う せ つ か

）」という人
ひと

を知
し

っていますか。（〇は１つ） 

  １ 知
し

っている          ２ 名前
な ま え

だけは知
し

っている    ３ 知
し

らない 

問
とい

２５ 毎日
まいにち

の食生活
しょくせいかつ

で、健康的
けんこうてき

な食事
し ょ く じ

内容
ないよ う

を心
こころ

がけていますか。（〇は１つ） 

  １ はい            ２ いいえ  →（問
とい

２７へ） 

問
とい

２６ 問
とい

２５で「１ はい」と答
こた

えた方
かた

へ。具体的
ぐ た い て き

にどのような食事
し ょ く じ

内容
ないよ う

を心
こころ

がけてい

ますか。（あてはまるもの全
すべ

てに〇をつけてください） 

１ 食事
しょくじ

バランスガイド
ば ら ん す が い ど

を参考
さんこう

に食
た

べるようにしている 

２ 1日
にち

2食
しょく

以上
いじょう

、主食
しゅしょく

・主
しゅ

菜
さい

・副菜
ふくさい

をそろえて食
た

べるようにしている（週
しゅう

5日
にち

以上
いじょう

） 

３ 毎食
まいしょく

、野菜
や さ い

を食
た

べるようにしている 

４ 脂肪
し ぼ う

の多
おお

い食品
しょくひん

や油
あぶら

を控
ひか

えるようにしている 

５ 食塩
しょくえん

の摂取量
せっしゅりょう

を控
ひか

えるようにしている 

６ 自分
じ ぶ ん

にとって適切
てきせつ

な食事
しょくじ

の量
りょう

を意識
い し き

して食
た

べるようにしている 

７ その他
ほか

（具体的
ぐたいてき

に：                               ） 

問
とい

２７ あなたの身長
しんちょう

、体重
たいじゅう

を教
おし

えてください。 

   身長
しんちょう

     ．  ｃｍ      体重
たいじゅう

      ．  ｋｇ 

問
とい

２８ あなたは自分
じ ぶ ん

の体型
たいけい

をどう思
おも

いますか。（〇は１つ） 

１ やせている       ２ やややせている     ３ ふつう 

４ やや太
ふと

っている     ５ 太
ふと

っている       ６ わからない 

問
とい

２９ 日頃
ひ ご ろ

、野菜
や さ い

やいも、海藻
かいそう

などのおかず（副菜
ふ く さ い

）をどのくらい食
た

べますか。 

下
し た

の料理例
り ょ う り れ い

を参考
さ ん こ う

に、朝食
ちょうしょく

、昼食
ちゅうしょく

、夕食
ゆうしょく

それぞれお答
こた

えください。 

１  １皿
さら

分
ぶん

          ２  ２皿
さら

分
ぶん

         

３  ３皿
さら

分
ぶん

以上
いじょう

         ４  食
た

べない 

朝 食
ちょうしょく

（       ）   昼 食
ちゅうしょく

（       ）    夕食
ゆうしょく

（       ） 

 

 

 

 

 

料
理
例

り
ょ
う
り
れ
い 
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問
とい

３０ 平塚市
ひ ら つ か し

で 行
おこな

っている食育
しょくいく

事業
じ ぎ ょ う

で知
し

っているものはありますか。（あてはまるも

の全
すべ

てに〇をつけてください） 

１ 湘
しょう

南
なん

ひらつか魚
さかな

まつり朝市
あさいち

          ２ 親子
お や こ

野菜
や さ い

づくり体験
たいけん

教室
きょうしつ

   

３ 親子
お や こ

料理
りょうり

教室
きょうしつ

                       ４ 離乳食教室
りにゅうしょくきょうしつ

  

５ 育児講座
い く じ こ う ざ

                             ６ 料理教室
りょうりきょうしつ

 

７ 健康
けんこう

教室
きょうしつ

                 ８ 消費生活展
し ょ う ひ せ い か つ て ん

  

９ 食品
しょくひん

の放射性
ほうしゃせい

物質
ぶっしつ

簡易
か ん い

検査
け ん さ

            10 村井
む ら い

弦
げん

斎
さい

まつり   

11 湘
しょう

南
なん

ひらつかふれあいマーケット
ま ー け っ と

     12 でてこいまつり 

13 中学生
ちゅうがくせい

お弁当
べんとう

コンクール
こ ん く ー る

      

14 学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

での地場
じ ば

産品
さんぴん

の活用
かつよう

と食
しょく

文化
ぶ ん か

の継承
けいしょう

 

15 その他
ほか

（具体的
ぐたいてき

に：                                  ） 

 

問
とい

３１ 平塚市
ひ ら つ か し

で 行
おこな

っている食育
しょくいく

事業
じ ぎ ょ う

で参加
さ ん か

したことがあるものはありますか。（あて

はまるもの全
すべ

てに〇をつけてください） 

１ 湘
しょう

南
なん

ひらつか魚
さかな

まつり朝市
あさいち

          ２ 親子
お や こ

野菜
や さ い

づくり体験
たいけん

教室
きょうしつ

   

３ 親子
お や こ

料理
りょうり

教室
きょうしつ

                       ４ 離乳食教室
りにゅうしょくきょうしつ

  

５ 育児講座
い く じ こ う ざ

                             ６ 料理教室
りょうりきょうしつ

 

７ 健康
けんこう

教室
きょうしつ

                 ８ 消費生活展
し ょ う ひ せ い か つ て ん

  

９ 食品
しょくひん

の放射性
ほうしゃせい

物質
ぶっしつ

簡易
か ん い

検査
け ん さ

            10 村井
む ら い

弦
げん

斎
さい

まつり   

11 湘
しょう

南
なん

ひらつかふれあいマーケット
ま ー け っ と

    12 でてこいまつり 

13 中学生
ちゅうがくせい

お弁当
べんとう

コンクール
こ ん く ー る

      

14 その他
ほか

（具体的
ぐたいてき

に：                                  ） 

 

問
とい

３２ 平塚市
ひ ら つ か し

で 行
おこな

っている食育
しょくいく

事業
じ ぎ ょ う

で参加
さ ん か

したい、または興味
き ょ う み

がある事業
じ ぎ ょ う

はありま

すか。（あてはまるもの全
すべ

てに〇をつけてください） 

１ 湘
しょう

南
なん

ひらつか魚
さかな

まつり朝市
あさいち

           ２ 親子
お や こ

野菜
や さ い

づくり体験
たいけん

教室
きょうしつ

   

３ 親子
お や こ

料理
りょうり

教室
きょうしつ

                        ４ 離乳食教室
りにゅうしょくきょうしつ

  

５ 育児講座
い く じ こ う ざ

                               ６ 料理教室
りょうりきょうしつ

 

７ 健康
けんこう

教室
きょうしつ

                 ８ 消費生活展
し ょ う ひ せ い か つ て ん

  

９ 食品
しょくひん

の放射性
ほうしゃせい

物質
ぶっしつ

簡易
か ん い

検査
け ん さ

             10 村井
む ら い

弦
げん

斎
さい

まつり   

11 湘
しょう

南
なん

ひらつかふれあいマーケット
ま ー け っ と

     12 でてこいまつり 

13 中学生
ちゅうがくせい

お弁当
べんとう

コンクール
こ ん く ー る

      

14 その他
ほか

（具体的
ぐたいてき

に：                                  ） 
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問
とい

３３ 農林
のうりん

水産業
すいさんぎょう

の作業
さ ぎ ょ う

などを体験
たいけん

したことがありますか。みかん狩
が

り、地引網
じ び き あ み

、

家庭
か て い

菜園
さいえん

などの体
たい

験
けん

も含
ふ く

みます。（〇は１つ） 

  １ ある             ２ ない 

 

問
とい

３４ 「食育
しょくいく

」について、御意見
ご い け ん

御要望
ご よ う ぼ う

があれば、お聞
き

かせください。 

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

御協力
ごきょうりょく

ありがとうございました。    平塚市
ひらつかし

健康課
けんこうか

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなではぐくもう！食育のまち ひらつかの未来 

第２次平塚市食育推進計画 

               （平成２７年３月発行） 
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